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「
フ
オ
イ
ェ
〃
バ

序

ツ

ノ、

・
テ
ー
ゼ
」

　
「
フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ッ
ハ
・
テ
ー
ゼ
」
（
以
下
、
「
テ
ー
ゼ
」
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
、
初
期
の
理
論
形
成
に
た
い
す
る
自
己
総
括

と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
註
眈
昌
竃
竃
；
o
ま

老
窃
竃
概
念
に
か
ん
す
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
的
了
解
を
転
換

せ
し
め
た
と
さ
れ
る
「
テ
ー
ゼ
」
六
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
妥

当
す
る
。
「
テ
ー
ゼ
」
六
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ

ヅ
ハ
の
宗
教
批
判
に
た
い
し
て
、
そ
の
理
論
構
制
が
藷
個
人
に
本

来
的
に
内
在
す
る
抽
象
的
な
3
ω
冒
Φ
易
o
；
g
o
考
g
彗
（
フ

ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
的
概
念
と
し
て
は
「
人
間
本
質
」
と
訳
す
）
を

前
提
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
そ
の
現
実
態
に

お
い
て
は
、
3
蜆
冒
眉
m
g
5
冨
峯
窃
君
は
社
会
的
諸
関
係
の

六
に
か
ん
す
る
一
解
釈

渡
　
　
辺

憲
　
　
正

総
体
だ
、
と
論
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
期
マ
ル
ク
ス
の
3
ω

昌
昌
眈
昌
巨
g
峯
窪
昌
に
か
ん
す
る
最
終
的
な
了
解
を
示
す
。

こ
の
了
解
は
し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
パ
リ
時
代
（
一
八
四
三

年
末
－
一
八
四
五
年
二
月
）
に
獲
得
さ
れ
る
マ
ル
ク
ス
の
人
間
檀

ー
せ
ソ

在
諭
を
1
止
揚
す
る
の
で
は
な
く
て
1
端
的
に
開
示
す
る
も

の
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
へ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判

（
一
八
四
三
年
）
を
端
緒
と
す
る
「
近
代
」
批
判
、
あ
る
い
は
宗
教

批
判
の
過
程
で
、
明
ら
か
に
旧
来
の
註
ω
目
昌
8
；
o
思
考
g
昌

の
意
味
を
転
換
し
、
い
力
ゆ
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ツ
ハ
主
義
的
理
論

構
制
を
止
揚
す
る
の
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
一
八
四
四
年
の
『
経

哲
草
稿
』
（
以
下
、
『
草
稿
』
）
に
お
い
て
は
人
間
の
本
質
に
か
ん

す
る
転
換
さ
れ
た
了
解
を
自
覚
的
に
示
し
、
す
で
に
独
自
の
1
1

「
テ
ー
ゼ
」
六
に
総
括
さ
れ
る
よ
う
な
i
人
間
存
在
論
を
対
自

棚



（53）　「フォイエルパヅハ1テーぜ」六にかんする一解釈

化
し
え
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
果
た
し
て
「
テ
ー
ゼ
」
六
は
、
い
ま
指
摘
し
た

脈
絡
で
研
究
さ
れ
解
釈
さ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
解
釈

史
．
論
争
史
に
詳
し
く
立
ち
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

概
括
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
、
（
一
）
「
人
間
の
本
質
は
社
会
的
諸
関
係

に
あ
る
」
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
体
概
念
を
転
換
し
た
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
〕

ー
ゼ
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
（
二
）
人
間
的
本
質
が

社
会
的
諸
関
係
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
テ

　
　
　
　
＾
2
）

ー
ゼ
と
し
て
、
ま
た
一
般
に
人
間
と
社
会
的
諸
関
係
の
媒
介
的
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

連
を
示
す
テ
ー
ぜ
と
し
て
、
と
ら
え
ら
れ
る
か
、
で
あ
っ
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
テ
ー
ゼ
」
六
は

人
間
と
社
会
的
諸
関
係
の
関
連
を
規
定
す
る
通
時
的
一
般
的
テ
ー

ゼ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
社

会
的
藷
関
係
の
構
造
分
析
の
み
を
正
当
づ
け
る
解
釈
も
ま
た
、
生

　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

じ
て
き
た
の
で
あ
る
。
－
だ
が
、
マ
ル
ク
ス
は
「
テ
ー
ゼ
」
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
エ
ー
ゼ
ソ

に
お
い
て
な
に
よ
り
も
「
近
代
」
の
人
間
存
在
を
問
題
と
し
、
か

つ
こ
の
在
り
方
を
批
判
す
べ
き
だ
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。
つ
ま
り
、
宗
教
の
本
質
・
根
拠
だ
と
さ
れ
る
3
m
目
⑭
畠
昌
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

5
ま
名
霧
智
と
は
、
現
実
の
特
定
の
人
間
存
在
、
す
な
わ
ち
、

「
近
代
」
の
社
会
的
藷
関
係
を
な
し
て
存
立
し
て
い
る
人
間
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
’
1

そ
の
も
の
の
こ
と
だ
と
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
「
現
実
的
な
存

ゼ
ソ在

の
批
判
に
－
立
ち
い
ら
な
い
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
」
を
批
判
し
た

の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
意
味
で
、
「
テ
ー
ぜ
」
六
の

核
心
は
、
現
実
の
人
間
存
在
を
批
判
的
に
問
題
化
し
た
初
期
マ
ル

ク
ス
の
人
間
存
在
論
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
言
う
べ
き
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
『
草
稿
』
と
「
テ
ー
ぜ
」
と
を
「
切

断
」
す
る
解
釈
は
も
と
よ
り
、
両
者
に
な
ん
ら
か
の
連
続
性
を
認

め
る
解
釈
に
し
て
も
、
「
テ
ー
ゼ
」
六
を
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら

と
ら
え
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
不
十
分
だ
っ
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

　
か
く
し
て
、
本
稿
の
課
題
は
、
初
期
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
註
蜆

目
昌
竃
；
g
①
≦
窃
昌
概
念
の
意
味
転
換
・
人
間
存
在
論
の
形

成
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
上
に
示
し
た
視
角
か
ら
「
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

ー
ゼ
」
六
の
解
釈
に
迫
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
た
と
え
ぱ
、
廣
松
渉
「
初
期
マ
ル
ク
ス
像
の
批
判
的
再
構
成
」

　
　
（
同
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
成
立
過
程
』
所
収
）
、
参
照
。

（
2
）
ゴ
ル
ド
；
（
。
ド
■
・
3
o
量
昌
一
■
．
豪
き
。
日
ぎ
二
竃
彗
3

　
g
H
轟
《
H
馬
器
㎜
彗
『
句
o
o
害
σ
碧
げ
》
一
－
ヨ
ミ
昌
ミ
シ
§
雨
更
竃
軌
§
§
肋

　
ぎ
§
ミ
§
㍗
勺
胃
汗
s
N
9
句
勺
・
轟
企
－
筍
H
・
邦
訳
『
人
間
の
科
学

　
　
と
マ
ル
ク
ス
主
義
』
二
ニ
ニ
ー
二
二
一
ぺ
ー
ジ
）
、
コ
ル
ニ
ュ
（
嘉
－
．

　
一
＞
・
O
o
『
目
一
』
…
　
§
§
”
、
　
§
雨
吻
帖
S
　
＆
｝
雨
、
　
、
耐
S
冊
、
｝
S
o
“
i
　
U
耐
H
饒
■
　
H
0
α
ω
i

　
ω
・
ご
。
邦
訳
『
マ
ル
ク
ス
の
思
想
的
原
像
』
八
九
－
九
〇
ぺ
ー
ジ
）
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な
ど
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
基
本
的
に
シ
ャ
フ
は
こ
の
見
解
に
立
つ
（
く
σ
o
－
．
＞
、
ω
o
豆
弓

　
ミ
ミ
ぎ
｝
§
s
肋
ミ
ミ
副
軋
婁
§
§
竃
￥
ミ
ま
雨
－
ミ
§
ミ
§
ミ
§
一
老
宥
自
H
o
＄
一

　
ω
．
ミ
ー
竃
・
邦
訳
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
個
人
』
九
0
1
一
〇
九
べ
ー

　
ジ
）
。
最
近
の
研
究
で
は
た
と
え
ぱ
細
谷
昂
『
マ
ル
ク
ス
社
会
理
論

　
の
研
究
』
が
同
じ
見
解
で
あ
る
。

（
4
）
ρ
．
■
－
≧
ま
嘉
器
コ
ま
ミ
ミ
畠
§
霊
・
庁
§
♪
事
M
軍

　
1
N
雷
。
邦
訳
『
甦
る
マ
ル
ク
ス
皿
』
一
八
一
－
一
八
三
ぺ
ー
ジ
。

（
5
）
　
本
稿
は
、
さ
き
に
「
テ
ー
ゼ
」
全
体
の
性
椿
を
論
じ
た
拙
稿

　
「
初
期
マ
ル
ク
ス
の
社
会
理
論
と
『
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
．
テ
ー

　
ぜ
』
」
（
『
一
橘
論
叢
』
第
八
九
巻
・
第
五
号
、
所
収
）
と
一
体
を
な

　
す
も
の
で
あ
る
。
行
諭
の
必
要
上
、
本
文
に
右
の
拙
稿
と
重
複
す
る

　
都
分
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
諒
解
を
得
た
い
と
恩

　
■
つ
o

（
6
）
　
以
下
、
『
草
稿
』
・
「
ミ
ル
評
誼
」
の
引
用
は
、
旨
凹
買
向
目
o
日
色
咀

　
考
宵
〆
o
［
旨
向
峯
］
一
向
品
脾
冨
目
目
o
目
＆
餌
目
O
H
に
よ
り
ぺ
ー
ジ
数
の
み

　
を
、
そ
の
他
の
マ
ル
ク
ス
の
引
用
は
基
本
と
し
て
峯
向
老
の
巻
数

　
と
ぺ
ー
ジ
数
を
記
す
。
な
お
、
引
用
文
中
の
傍
点
・
傍
線
は
す
ぺ
て

　
私
の
強
調
に
よ
る
。

1

　
初
期
マ
ル
ク
ス
の
o
豊
昌
竃
8
；
彗
①
考
g
晋
概
念
の
意
味

転
換
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
第
一
に
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
な
の

は
1
そ
し
て
、
こ
れ
が
「
テ
ー
ゼ
」
六
の
内
容
そ
の
も
の
で
も

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

あ
る
・
の
だ
が
1
宗
教
批
判
に
お
け
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
と
マ

ル
ク
ス
の
理
論
構
制
の
差
異
で
あ
る
だ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
は
す
で

に
『
独
仏
年
誌
』
の
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
」
な
ど
に
示
さ

れ
る
宗
教
批
判
に
お
い
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
の
な
し
遂
げ
た

成
果
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
そ
の
理
論
構
制
を
止
揚
す
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

こ
と
は
従
来
、
わ
ず
か
な
例
を
の
ぞ
け
ば
、
か
な
ら
ず
し
も
明
確

に
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ま
ず
は
両
者
の

宗
教
批
判
を
対
比
的
に
考
察
し
、
そ
の
差
異
を
正
確
に
規
定
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
A
　
フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ヅ
ハ
の
宗
教
批
判
1
「
テ
ー
ぜ
」
四
も

指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
宗
教
批
判
は
宗
教
的
自
己
疎
外
を
前
提

と
し
、
こ
の
疎
外
の
「
本
質
」
を
解
明
す
る
と
い
う
こ
と
に
お
い

て
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
を
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
（
二
版
、

一
八
四
三
年
）
に
よ
っ
て
「
再
構
成
す
る
」
な
ら
ば
、
大
略
、
以

下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
－

　
人
間
は
、
宗
教
（
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
）
に
お
い
て
、
一
方
で

は
神
を
最
高
存
在
と
し
て
信
仰
し
つ
つ
、
他
方
で
は
も
っ
ぱ
ら
個

と
し
て
の
自
己
を
絶
対
的
に
肯
定
し
て
い
る
。
宗
教
に
お
い
て
、

ヴ
　
呈
ー
ゼ
ソ

本
質
存
在
と
み
な
さ
れ
る
の
は
神
の
み
で
あ
っ
て
、
世
界
（
自
然

秘
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お
よ
ぴ
共
同
体
）
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
意
味
を
失
い
、
個
人
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

ま
た
神
の
前
で
は
無
に
等
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
神
の
目
的
が

＾
ル
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

心
情
の
諸
欲
求
の
総
体
た
る
個
と
し
て
の
人
間
そ
の
も
の
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
人
間
は
、
宗
教
に
お
い
て
自
己
の
心
情

の
諸
欲
求
を
無
制
隈
に
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

端
的
に
表
現
す
る
の
が
宗
教
の
根
底
を
な
す
「
人
間
に
た
い
す
る

神
の
愛
」
で
あ
り
、
こ
の
愛
に
よ
っ
て
人
間
は
、
自
己
の
心
情
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕
　
　
　
　
、
、
、

最
高
の
客
観
的
妥
当
性
を
も
つ
こ
と
を
確
信
す
る
。
こ
の
心
情
の

・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

全
能
こ
そ
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
人

間
は
宗
教
の
う
ち
で
、
な
に
よ
り
も
現
実
的
感
性
的
な
自
己
（
「
自

然
存
在
」
と
し
て
の
人
間
個
人
）
を
1
超
越
す
る
の
で
は
な
く

て
1
絶
対
的
に
妥
当
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
宗
教
は
個
と
し
て
の
人
間
を
対
象
と
す
る
だ
け
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

い
。
究
極
冒
的
と
し
て
の
神
の
本
質
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
そ

れ
は
、
理
性
（
思
惟
）
・
意
志
・
心
情
（
愛
）
か
ら
な
る
「
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

本
質
」
…
「
類
的
本
質
」
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
神
は
こ

の
「
人
間
本
質
」
が
一
つ
の
外
的
存
在
と
し
て
対
象
化
さ
れ
疎
外

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
人
間
は
、
神
を
究
極
目
的
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
こ
と
に
よ
っ
て
個
別
的
な
自
己
を
こ
え
、
即
自
的
に
は
人
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ニ
ー
ゼ
ソ

「
類
的
本
質
」
（
あ
る
い
は
「
類
的
存
在
」
と
し
て
の
「
人
間
」
）

を
自
己
の
最
高
の
本
質
・
目
的
と
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
神
的

存
在
と
人
間
と
の
対
立
は
、
こ
う
し
て
「
人
間
本
質
」
と
人
間
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

人
と
の
対
立
に
選
元
さ
れ
る
。
間
題
は
、
人
間
が
個
別
化
さ
れ
た
．

、
　
　
、

自
己
を
こ
え
て
い
か
に
「
類
的
存
在
」
た
り
う
る
か
、
で
あ
る
。

　
さ
て
、
「
類
的
本
質
」
な
い
し
「
類
」
を
対
象
・
目
的
と
す
る

と
は
、
万
人
に
内
在
す
る
理
性
的
本
性
を
普
遍
的
に
実
現
す
る
こ

と
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
人
間
本
質
」
と
し
て
の
「
類
」
は
、

共
同
体
、
人
類
の
全
体
の
う
ち
で
の
み
実
現
さ
れ
う
る
無
隈
の
宮

　
＾
7
〕

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
類
の
全
体
こ
そ
「
類
」
の
現
存
な
の
で
あ

り
、
「
類
」
の
実
現
は
人
類
の
共
同
に
よ
る
以
外
に
は
あ
り
え
な

＾
8
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
人
間
は
、
理
性
的
な
愛
に
よ
っ
て
個
別
化
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
た
自
己
を
止
揚
し
、
自
己
そ
の
も
の
を
普
遍
的
存
在
た
ら
し
め

る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
宗
教
に
お
い
て
人
間
は
、
共

同
体
と
の
連
関
を
絶
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
類
」
を
疎
外
す
る
。

も
と
よ
り
宗
教
も
、
「
類
的
存
在
」
そ
の
も
の
で
あ
る
神
に
よ
っ

て
「
類
」
の
不
在
を
補
完
し
、
「
類
」
と
個
と
の
直
接
的
一
体
性

　
　
　
　
　
　
＾
9
）

を
実
現
す
る
か
ぎ
り
、
共
同
の
み
が
人
間
性
〔
人
類
〕
を
構
成
す

る
と
い
う
こ
と
を
転
倒
し
た
か
た
ち
で
示
し
は
す
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
共
同
性
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

し
か
し
矛
盾
で
あ
り
、
解
消
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
・

棚
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1
か
く
し
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
の
宗
教
批
判
は
、
宗
教

を
「
人
間
本
質
」
と
人
間
個
人
の
対
立
・
矛
盾
に
還
元
し
、
こ
の

矛
盾
の
解
決
の
た
め
に
、
人
間
個
人
を
普
遍
的
存
在
た
ら
し
め
る

こ
と
を
究
極
目
的
と
し
て
措
定
す
る
一
方
、
こ
の
普
遍
的
存
在
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
命
）

し
て
の
個
人
を
、
言
い
換
え
れ
ぱ
「
完
全
な
人
間
」
を
、
「
類
」
1
1

　
　
　
、
　
　
、

共
同
の
意
識
を
と
お
し
て
実
現
し
、
以
っ
て
世
界
史
の
転
換
を
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
〕

か
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
い
ま
、
こ
の
宗
教
批
判
を
と
く
に
理
論
構
制
に
か
ん
し
て
省
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
お
く
な
ら
ぱ
、
そ
れ
は
、
第
一
に
人
間
の
個
別
性
と
は
本
質
的

に
対
立
す
る
「
類
」
H
「
人
間
本
質
」
を
諸
個
人
に
内
在
す
る
普

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

遍
的
本
性
と
し
て
前
提
す
る
構
制
を
と
っ
て
い
る
、
と
言
い
う
る
。

　
　
　
＾
1
2
〕

「
人
間
本
質
」
は
、
「
人
間
そ
の
も
の
の
絶
対
的
本
質
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
〕

「
個
人
の
絶
対
的
本
質
で
あ
る
類
の
本
質
」
だ
と
規
定
さ
れ
る
。

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

第
二
に
は
、
諸
個
人
に
お
け
る
「
人
間
本
質
」
の
実
現
を
「
類
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

”
共
同
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
構
造
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
第

、
　
　
、
　
　
、

三
に
は
、
「
人
間
本
質
」
と
し
て
の
「
類
」
に
せ
よ
、
共
同
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

て
の
「
類
」
に
せ
よ
、
こ
の
二
義
的
な
「
類
」
に
た
い
す
る
意
識

す
な
わ
ち
自
己
意
識
に
も
と
づ
く
「
意
識
の
改
革
」
に
よ
っ
て
そ

の
現
実
性
を
あ
た
え
ら
れ
る
と
い
う
構
造
に
、
そ
れ
は
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
－
フ
才
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
主
義
的
理
論
構
制
と
言

う
の
は
、
こ
こ
に
示
し
た
よ
う
な
批
判
の
基
本
構
造
の
こ
と
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
き
わ
め
て
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
的
で
あ

る
と
同
時
に
、
ま
た
本
質
的
に
「
近
代
」
的
で
あ
っ
て
、
啓
蒙
主

義
と
同
一
の
構
造
を
も
つ
も
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
が
宗
教
批
判

に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
が
「
近
代
」
の
人
間
存
在
1
－
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
4
）

人
そ
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
の
も
怪
し
む
に
た
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
か
ぎ
り
で
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
は
、
政
治
的
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ア
’
ル
ツ

の
上
で
は
共
和
派
な
い
し
民
主
派
に
属
し
、
「
三
月
前
期
」
の
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
）

デ
オ
ロ
ー
グ
た
り
え
た
の
で
あ
る
。

　
B
　
で
は
、
マ
ル
ク
ス
は
い
か
に
フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ヅ
ハ
の
宗
教

批
判
を
こ
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
も
ま
た
「
三
月
前
期
」
と
い
う

時
代
に
生
き
て
、
「
近
代
」
の
現
実
そ
の
も
の
を
批
判
す
る
。
だ

が
「
へ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
」
（
以
下
、
「
序
説
」
）
に
よ
れ

ば
、
「
宗
教
批
判
は
あ
ら
ゆ
る
批
判
の
前
提
」
（
国
P
ポ
ω
．
ω
富
）

で
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
「
ユ
ダ
ヤ
人
間
題
に
よ
せ
て
」
に
よ
れ
ぱ
、
そ
の
宗
教

批
判
に
お
い
て
前
提
と
さ
れ
る
の
は
、
「
近
代
」
の
政
治
的
解
放

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
完
成
態
で
あ
る
民
主
制
に
お
い
て
「
国
家
か
ら
市
民
社
会
へ
の

砺
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宗
教
の
転
位
」
（
①
巨
二
ω
・
ω
ま
）
が
生
ず
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
い
ま
や
宗
教
は
「
近
代
」
の
個
人
の
宗
教
で
あ
る
。
こ
の
事

実
に
も
と
づ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
宗
教
を
人
間
諸
個
人
の
現
実
的

在
り
方
と
関
彗
け
る
。
i
茎
紺
に
お
い
て
は
、
国
家
と
市

民
社
会
の
対
立
の
も
と
で
、
人
間
は
ど
の
人
間
も
政
治
的
生
活
と

市
民
的
生
活
と
の
、
言
い
換
え
れ
ぱ
、
類
的
生
活
と
個
人
的
生
活

と
の
二
元
的
な
生
活
を
生
き
る
（
轟
－
・
Φ
一
邑
二
ω
・
ま
o
）
。
前
者
に

あ
っ
て
は
人
間
は
万
人
が
至
高
存
在
と
し
て
普
遍
的
な
妥
当
性
を

獲
得
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
後
者
で
は
万
人
が

そ
れ
ぞ
れ
私
人
と
し
て
の
自
己
を
絶
対
的
に
肯
定
し
て
い
る
。
っ

ま
り
、
人
間
は
民
主
制
に
お
い
て
は
、
伊
と
し
て
の
自
己
と
熱
帥

、
　
　
、

存
在
と
し
て
の
自
己
と
を
対
立
さ
せ
、
か
つ
共
に
妥
当
さ
せ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
現
実
的
な
存
在
か
ら
し
て
人
間
は

「
宗
教
的
」
（
0
9
、
）
だ
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
「
キ

リ
ス
ト
教
の
幻
像
．
夢
・
要
講
で
あ
る
人
間
の
至
上
性
が
、
－
：
・

民
主
制
で
は
感
性
的
現
実
・
現
在
・
現
世
的
準
則
と
な
っ
て
い

る
」
（
3
o
二
ω
．
ま
o
1
ま
H
）
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
マ

ル
ク
ス
は
、
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ヅ
ハ
の
言
う
個
と
「
類
」
の
対
立
を

「
近
代
」
の
諸
個
人
の
現
実
的
対
立
に
還
元
し
、
そ
の
か
ぎ
り
で

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
に
き
わ
め
て
接
近
し
も
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
ま
た
両
者
が
分
岐
す
る
め
も
こ
こ
で
の
こ
と
で
あ
っ
て
・

マ
ル
ク
ス
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ヅ
ハ
と
は
反
対
に
、
人
間
個
人
が

類
的
生
活
に
お
い
て
い
か
に
普
遍
的
理
性
的
存
在
た
り
え
て
も
、

な
ん
ら
私
人
と
し
て
の
在
り
方
を
こ
え
な
い
こ
と
、
そ
れ
ど
こ
ろ

か
人
間
は
類
的
生
活
に
お
い
て
私
人
と
し
て
の
自
己
を
究
極
目
的

と
し
て
い
る
こ
と
、
を
論
証
す
る
（
く
o
司
「
き
ρ
二
ω
．
ま
p
ω
s
）
。

要
す
る
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
が
「
類
」
と
個
と
の
あ
い
だ
に

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

本
質
的
対
立
性
、
つ
ま
り
「
類
」
の
個
に
た
い
す
る
優
位
を
見
た

と
す
れ
ぱ
、
マ
ル
ク
ス
は
両
者
の
於
賢
昨
剛
一
性
を
、
し
か
も
個

の
根
源
性
に
お
い
て
洞
察
す
る
の
で
あ
る
。
－
さ
ら
に
マ
ル
ク

ス
は
そ
れ
に
よ
っ
て
宗
教
批
判
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
転
換
し
、

宗
教
の
現
実
的
な
存
立
根
拠
へ
の
問
い
を
定
立
す
る
（
く
o
q
－
・
①
g
・
・

ω
・
ω
竃
）
。
こ
の
問
題
は
マ
ル
ク
ス
を
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ヅ
ハ
と
分

か
つ
根
本
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ヅ
ハ
も
宗
教
の
存

立
根
拠
を
問
い
は
し
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
結
局
「
類
」
の
意
識

の
欠
如
に
帰
せ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
マ
ル
ク
ス
か
ら
す

れ
ぱ
政
治
的
意
識
と
し
て
現
存
す
る
「
類
」
の
意
識
は
個
別
化
さ

れ
た
個
の
在
り
方
を
こ
え
な
い
の
だ
。
し
た
が
っ
て
宗
教
の
根
拠

へ
の
問
い
は
、
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
言
う
よ
う
に
・
フ

ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
に
よ
っ
て
は
「
こ
た
え
ら
れ
て
い
な
い
問
い
」

脈

‘
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（
望
二
ω
ー
ミ
）
だ
と
言
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
た

い
し
て
宗
教
の
人
間
的
基
礎
が
す
で
に
民
主
制
の
う
ち
に
実
現
さ

れ
て
い
る
と
見
る
マ
ル
ク
ス
は
、
ま
さ
し
く
そ
れ
に
よ
っ
て
宗
教

が
存
立
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
宗
教

の
根
拠
た
る
個
別
化
さ
れ
た
個
人
を
完
成
さ
れ
た
民
主
制
は
究
極
。

的
に
は
こ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
民
主
制
の
完
成
と
は
市
民
社
会

の
完
成
を
意
味
す
か
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
が

「
あ
る
欠
陥
の
存
在
」
（
団
P
ゲ
ω
。
ω
竃
）
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の

根
拠
は
、
民
主
制
の
土
台
を
な
す
市
民
社
会
の
原
理
－
私
的
所

有
・
エ
ゴ
イ
ズ
ム
ー
の
う
ち
に
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
（
奏
－
・
①
9
二
ω
・
ω
ミ
）
。
人
間
は
、
こ
の
市
民
社
会
に
お
い

て
は
秒
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
「
疎
遠
な
威
カ
の
玩

弄
物
」
（
9
ρ
二
ω
・
ω
畜
）
と
な
つ
て
お
り
、
「
近
代
社
会
の
全
機

構
に
よ
っ
て
被
滅
さ
せ
ら
れ
、
自
己
自
身
を
喪
失
」
（
。
9
二
ω
・

寄
o
）
し
て
い
る
。
つ
ま
り
人
間
は
市
民
社
会
に
お
い
て
は
自
己

の
現
実
的
妥
当
性
を
獲
得
す
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
自
己
を
疎

外
し
喪
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
根
拠
を
マ
ル
ク
ス
は
市
民

社
会
の
原
理
そ
の
も
の
の
う
ち
に
洞
察
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
現

実
的
な
制
限
性
の
ゆ
え
に
、
空
想
的
な
自
己
実
現
た
る
宗
教
が
存

在
す
る
の
だ
、
と
老
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
宗
教
は
、
彼
に

よ
れ
ば
、
「
現
実
的
制
限
性
の
根
拠
な
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
の

現
象
に
す
ぎ
な
い
」
（
0
9
二
ω
・
ω
S
）
の
で
あ
り
、
「
そ
の
制
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
加
）

性
か
ら
説
明
さ
れ
る
」
（
O
巨
・
）
べ
き
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
マ
ル
ク
ス
の
宗
教
批
判
が
行
き
つ
く
の
は
い
わ
ゆ

る
「
類
的
本
質
」
な
ど
で
は
な
く
て
、
か
え
っ
て
反
対
に
「
な
お

乳
緊
帥
か
類
的
存
在
で
は
ま
っ
た
く
あ
り
え
な
い
よ
う
な
人
間
」

（
Φ
9
二
ω
．
ω
S
）
、
つ
ま
り
「
近
代
」
の
人
間
存
在
で
あ
る
。
フ

ォ
イ
ェ
ル
バ
ツ
ハ
に
も
、
こ
の
個
別
化
さ
れ
た
人
間
存
在
に
た
い

す
る
批
判
は
存
在
、
し
て
い
た
が
、
し
か
し
そ
れ
の
目
的
は
、
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、

ろ
「
近
代
」
の
個
人
を
完
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
い
ま
や
マ
ル

ク
ス
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
完
成
さ
れ
た
「
近
代
」

の
人
間
自
身
の
自
己
喪
失
な
の
で
あ
り
、
こ
の
根
拠
で
あ
る
市
民

社
会
の
原
理
そ
の
も
の
を
実
践
的
に
止
揚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
か

く
し
て
マ
ル
ク
ス
は
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
の
理
論
を
棄
て
、
新
し

い
社
会
理
論
ー
さ
し
あ
た
っ
て
は
「
普
遍
的
な
人
間
解
放
」
の

理
論
－
を
構
想
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
マ
ル
ク
ス
が
一
貫
し
て
問
題
と
し
て
い
た
の
は

「
近
代
」
の
人
間
存
在
の
現
実
で
あ
り
、
そ
の
「
宗
教
的
」
構
造

で
あ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
宗
教
批
判
を
と

お
し
て
問
題
化
し
た
の
も
こ
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
か
く
で
宗
教
批
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判
は
内
在
的
に
市
民
社
会
批
判
へ
と
転
換
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
し
か
し
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ヅ
ハ
の
宗
教
批
判
の
論
理
を
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

へ
と
「
適
用
」
し
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
か
か
る
転
換
は

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
主
義
的
理
論
構
制
を
止
揚
し
、
独
自
の
社
会

理
論
を
形
成
す
る
過
程
で
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
、
『
ド
イ
ツ
・
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
』
が
証
言
す
る
よ
う
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
は

こ
た
え
ら
れ
て
い
な
い
宗
教
の
根
拠
へ
の
間
い
は
、
「
唯
物
論
的

世
界
観
へ
の
遺
」
を
切
り
拓
い
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
「
こ
の
行

程
は
す
で
に
『
独
仏
年
誌
』
所
載
の
『
へ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序

説
』
と
『
ユ
ダ
ヤ
人
間
題
に
よ
せ
て
』
に
お
い
て
示
唆
さ
れ
て
い

た
」
（
d
O
．
㍗
ω
．
昌
N
）
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
た
と
え
ぱ
、
ミ
．
ω
o
チ
自
串
o
目
－
p
目
胃
一
き
ミ
ミ
｝
§
“
ミ
暑
乱
軋
ミ

　
音
s
票
§
§
一
ω
宰
一
ヨ
轟
a
を
見
よ
。

（
2
）
く
口
目
－
い
』
姜
ま
昌
雰
彗
ヨ
。
豪
秦
ま
同
ヨ
一
募
。
目
．

　
く
o
目
幸
・
ω
o
宇
自
串
o
目
－
凹
自
o
i
｝
o
l
ω
一
b
s
｝
§
竃
s
“
雰
o
“
ミ
餉
ξ
ミ
■

　
“
ミ
§
申
｝
o
『
三
コ
ー
o
N
ω
一
ω
－
H
ω
～
1
－
ω
ω
’

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

く
o
目
－
．
〇
一
〕
o
二
ω
．

＜
阻
．
〇
一
〕
旦
二
ω
．

く
牲
一
〇
σ
o
二
ω
1

＜
σ
目
－
．
O
σ
邑
二
ω
一

く
O
O
－
・
O
σ
O
＝
ω
1

N
H
o
－
N
心
〇
一

N
N
g
N
壮
N
．

お
1
阜
o

ミ
ー
｝
o
o
1

σ
9
～
、
㎞
1
N
N
N
■

（
8
）
益
一
．
①
9
二
ω
．
ミ
ω
．

（
9
）
＜
唖
一
．
耐
巨
－
一
ω
．
N
S
1
。
。
N
～
－

（
1
0
）
　
向
す
o
．
一
ω
－
ミ
ω
1

（
1
1
）
　
＜
o
司
－
’
〇
一
邑
．
一
ω
．
宝
い
－
客
午

（
1
2
）
　
向
σ
O
二
ω
．
害
－

（
1
3
）
　
向
σ
o
l
一
ω
．
ω
o
o
1

（
1
4
）
　
こ
の
脈
絡
で
、
フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ッ
ハ
の
「
将
来
の
哲
学
」
は
ド

　
イ
ッ
に
と
っ
て
の
将
来
で
あ
る
「
現
在
」
の
哲
挙
だ
と
論
じ
、
そ
の

　
矛
盾
を
突
い
た
M
・
ヘ
ス
の
『
最
後
の
哲
学
者
た
ち
』
は
、
社
会
性

　
を
「
人
間
本
質
」
と
す
る
真
正
社
会
主
義
的
傾
向
を
別
と
す
れ
ぱ
、

　
一
八
四
五
年
段
階
で
の
す
ぐ
れ
た
洞
察
だ
と
評
価
し
う
る
で
あ
ろ
う

　
（
く
o
q
一
・
彗
｝
鶉
竺
b
膏
ミ
ミ
軸
s
、
ミ
、
富
冬
ぎ
き
U
胃
ヨ
g
邑
一
一
〇
〇
む
一

　
ω
・
N
）
。
ま
た
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
自
身
が
の
ち
に
「
『
唯
一
者
と

　
そ
の
所
有
』
と
の
関
連
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
」
（
一
八
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
五
年
）
に
お
い
て
、
「
個
人
こ
そ
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
と
っ
て
絶

　
対
的
存
在
、
す
な
わ
ち
真
の
現
実
的
存
在
で
あ
る
」
（
句
婁
・
ω
P
P

　
宍
ざ
“
ミ
ミ
9
ぎ
s
§
H
ト
旬
0
H
－
ぎ
宅
o
o
ド
u
o
．
お
N
）
と
言
明
す
る
。

（
∬
）
　
こ
れ
に
か
ん
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
シ
ュ
ヅ
フ
ェ
ツ
ハ
ゥ
ァ
ー

　
の
前
掲
書
、
参
照
。

（
1
6
）
　
宗
教
的
世
界
は
そ
の
現
世
的
基
礎
の
自
己
分
裂
性
・
自
己
矛
層

　
か
ら
説
明
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
す
る
「
テ
ー
ゼ
」
四
の
論
理
と
、

　
こ
れ
は
基
本
的
に
一
致
す
る
。
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11

　
マ
ル
ク
ス
は
、
す
で
に
『
独
仏
年
誌
』
期
に
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ

ハ
主
義
的
理
論
構
制
を
廃
棄
し
、
宗
教
批
判
を
市
民
社
会
批
判
へ

と
貫
徹
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
人
間
の
本
質
に
か
ん
す
る
了
解

を
転
換
し
、
新
た
に
批
判
の
視
座
を
措
定
す
る
課
題
を
マ
ル
ク
ス

に
提
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
人
間
の
本
質
に
か
ん
す
る
了
解
を
マ
ル
ク
ス
は
い
か
に
転
換
し

た
の
か
、
こ
の
過
程
を
彼
自
身
は
か
な
ら
ず
し
も
十
分
な
か
た
ち

で
記
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
ま
ず
確

認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
『
独
仏
年
誌
』
期
の
「
近
代
」

批
判
を
と
お
し
て
い
わ
ゆ
る
「
土
台
－
上
部
構
造
」
論
的
把
握
が

原
型
的
に
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
ユ
ダ
ヤ
人
間
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、

に
よ
せ
て
」
に
よ
れ
ぱ
、
宗
教
と
同
様
の
意
味
で
、
政
治
〔
国
家
・

、
　
　
、

法
律
〕
も
市
民
社
会
を
そ
の
「
自
然
的
土
台
」
（
｝
P
ゴ
ω
」
S
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

と
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
「
序
説
」
で
は
、
哲
学
も
ま

た
、
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
の
将
来
で
あ
る
「
現
在
」
の
観
念
的
表
現

で
し
か
な
い
と
と
ら
え
ら
れ
る
（
く
o
〇
一
、
g
ρ
二
ω
。
ω
o
。
ω
1
ω
o
。
阜
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

さ
ら
に
、
お
そ
ら
く
道
徳
も
ー
へ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ぱ
、
遺
徳
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
レ
　
ソ

個
別
意
志
と
普
遍
意
志
と
の
同
一
性
を
当
為
と
し
て
要
請
す
る
立

場
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
ー
分
裂
性
を
原
理
と
す
る
市
民

社
会
に
固
有
の
座
を
占
め
る
こ
と
が
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
認
め
ら

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
か
く
て
『
草
稿
』
は
、
こ
れ
ら
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

総
括
す
る
か
の
よ
う
に
、
「
国
家
・
法
律
・
遣
徳
・
市
民
生
活
な

ど
と
国
民
経
済
と
の
連
関
に
つ
い
て
」
（
ω
．
ま
N
）
論
ず
べ
き
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
示
唆
し
、
ま
た
私
的
所
有
の
積
極
的
止
揚
が
「
あ
ら
ゆ
る
疎
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、

の
積
極
的
止
揚
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
人
間
が
宗
教
・
家
族
・
国

、家
等
々
か
ら
、
そ
の
人
間
的
な
、
す
な
わ
ち
ゲ
ぜ
ル
シ
ャ
フ
ト
リ

ヒ
な
現
存
へ
と
還
帰
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
ω
・
3
N
）
と
述
べ
て
、

、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、

国
家
・
法
・
遣
徳
・
哲
学
な
ど
の
疎
外
の
根
拠
と
し
て
も
現
実
的

疎
外
を
と
ら
え
る
視
座
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
「
土
台
－

上
都
構
造
」
概
念
に
し
た
が
っ
て
明
確
な
把
握
を
示
す
わ
け
で
は

な
い
が
、
し
か
し
以
上
に
略
述
し
た
か
ぎ
り
で
も
マ
ル
ク
ス
が
端

緒
的
に
「
土
台
－
上
部
構
造
」
論
的
把
握
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と

は
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
把
握
を
基
本
と
す
る
か
ぎ
り
、
も
は
や
人

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

間
の
本
質
を
宗
教
・
政
治
等
の
普
遍
的
圏
域
の
も
つ
「
理
性
」
に

求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
『
草
稿
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

よ
れ
ぱ
、
こ
れ
ま
で
人
は
宗
教
な
ど
を
「
人
間
の
本
質
諸
カ
の
現

実
態
と
し
て
、
ま
た
人
間
の
類
的
行
為
と
し
て
」
（
ω
・
ω
竃
）
と
ら

60
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え
る
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
。
他
方
、
市
民
社
会
に
お
け
る
感

　
　
　
　
　
、
　
　
、

性
的
活
動
H
産
業
は
「
た
だ
有
用
性
の
関
連
に
お
い
て
の
み
」

（
。
g
・
）
と
ら
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
に
対
応
し
て
感
性
的

　
、
　
　
　
、

な
欲
求
・
感
覚
等
も
、
も
つ
ぱ
ら
人
間
学
糺
〔
人
類
学
的
〕
に
理

解
さ
れ
て
き
た
だ
け
で
あ
っ
た
（
く
o
〇
一
。
ω
・
3
9
い
s
）
。
し
か
し
、

い
わ
ぱ
「
人
間
の
真
の
類
的
在
り
方
」
だ
と
さ
れ
て
い
た
は
ず
の

、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、

政
治
．
宗
教
等
の
在
り
方
が
真
実
に
は
市
民
社
会
の
ル
浄
を
根
拠

と
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の

人
間
の
在
り
方
こ
そ
、
そ
れ
以
上
に
は
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
必
然

的
”
本
質
的
な
在
り
方
だ
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
市
民
杜
会

を
さ
し
あ
た
り
は
欲
求
－
労
働
－
共
同
性
の
体
系
と
規
定
す
る
と

す
れ
ぱ
、
こ
の
現
実
的
感
性
的
な
体
系
を
こ
そ
、
い
か
に
否
定
的

な
も
の
で
あ
れ
、
い
ま
や
他
の
い
か
な
る
圏
域
に
も
人
間
の
本
質

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
そ
れ
を
人
間
の
本
質
に
も
と

づ
く
圏
域
だ
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
つ
ま
り
現
実
の
市
民
社
会
の

在
り
方
．
活
動
は
、
そ
れ
を
人
間
の
本
質
そ
の
も
の
だ
と
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
け
れ
ど
も
、
や
は
り
「
人
間
の
本
質
と
の
連
関

で
」
（
O
O
■
㎞
志
）
把
握
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
、
市
民
社
会
に
お
け
る
人
間
の
白
己
疎
外
な
い

し
自
己
喪
失
を
反
省
し
て
み
る
な
ら
ぱ
、
感
性
的
な
在
り
方
・
活

動
が
人
間
に
と
っ
て
最
も
本
質
的
な
在
り
方
だ
か
ら
こ
そ
、
人
間

　
プ
ル
リ
ヨ
ア

は
市
民
社
会
の
う
ち
で
ト
ー
タ
ル
に
規
定
さ
れ
、
ま
さ
に
自
己

を
喪
失
す
る
ま
で
に
い
た
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
疎
外
を
と
お

し
て
、
か
え
っ
て
人
間
が
何
を
本
質
と
し
て
い
る
か
が
否
定
的
な

か
た
ち
で
顕
現
し
て
く
る
。
疎
外
と
し
て
の
疎
外
に
お
い
て
間
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
な
る
の
は
、
つ
ね
に
人
間
の
感
性
的
現
実
性
で
あ
り
、
感
性
的

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

な
生
命
発
現
．
自
己
表
出
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
も
、
感
性
的
な

在
り
方
に
こ
そ
人
間
の
本
質
は
現
わ
れ
る
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
＾
ユ
）

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
『
草
稿
』
は
、
周
知
の
と
お
り
、
人
間
の
本
質
を
そ
の
感
性
的

ヴ
呈
－
ゼ
ソ

在
り
方
に
お
い
て
認
め
、
人
間
を
（
一
）
感
性
的
対
象
な
し
で
は

な
に
も
の
で
も
あ
り
え
な
い
存
在
、
す
な
わ
ち
感
性
的
な
諸
欲

求
．
藷
感
覚
を
そ
な
え
た
「
自
然
存
在
」
（
ω
・
ω
富
）
で
あ
り
、

（
二
）
生
産
．
労
働
を
と
お
し
て
自
己
の
諸
対
象
そ
の
も
の
を
創

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

造
し
つ
つ
、
意
識
的
に
生
命
・
生
活
を
生
産
す
る
「
人
間
的
な
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

然
存
在
」
（
ω
・
害
O
）
、
つ
ま
り
「
類
的
存
在
」
（
①
巨
・
）
だ
と
規
定

し
て
い
る
。
人
間
は
本
質
的
に
こ
う
し
た
意
識
的
活
動
的
な
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ユ
ー
ゼ
ソ

存
在
な
の
で
あ
り
、
こ
の
人
間
の
一
般
的
な
在
り
方
、
つ
ま
り
は

本
質
を
基
礎
と
し
て
市
民
社
会
は
成
り
立
つ
の
だ
。
し
た
が
っ
て
・

い
ま
や
生
産
的
生
活
・
労
働
こ
そ
が
「
類
的
生
活
」
（
ω
・
胃
α
）
な
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、
　
　
、

の
で
あ
っ
て
、
ま
た
欲
求
も
、
「
人
間
の
本
質
－
諸
カ
」
（
ω
。
邊
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、

竃
o
・
g
o
・
）
と
し
て
、
存
在
論
的
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
（
く
o
日
一
．
ω
、
塞
N
－
蟹
ω
）
。
1
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

マ
ル
ク
ス
は
人
間
の
本
質
に
つ
い
て
の
了
解
転
換
の
過
程
を
は
っ

き
り
と
は
記
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
多
分
以
上
の
よ
う
な
思
考
の

過
程
を
と
お
し
て
、
人
間
の
本
質
を
感
性
的
エ
レ
メ
ン
ト
に
お
け

る
そ
の
一
般
的
在
り
力
の
固
有
性
の
う
ち
に
定
立
し
た
の
で
あ
ろ

う
と
、
私
は
考
え
る
。

　
さ
て
し
か
し
、
市
民
社
会
は
、
そ
れ
が
い
か
に
本
質
的
な
遷
域

で
あ
る
に
も
せ
よ
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
－
と
言
う
よ
り
も
む
し

ろ
、
む
か
ゆ
か
p
ひ
む
1
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ

た
。
も
は
や
市
民
社
会
批
判
は
た
ん
な
る
一
都
分
領
域
に
た
い
す

る
批
判
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
疎
外
の
根
底
に
た
い
す
る
批
判
で

あ
り
、
し
か
も
人
間
の
本
質
に
も
と
づ
く
圏
域
に
た
い
す
る
批
判

な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
市
民
社
会
批
判
の
も
つ
特
有
性
が
あ
る
。

ド
こ
の
脈
絡
で
間
わ
れ
ね
壮
な
ら
な
い
問
題
は
主
要
に
は
二
つ

あ
る
、
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
一
つ
は
、
人
間
の
本
質
的
圏
域

で
あ
る
市
民
社
会
に
お
い
て
何
故
に
人
間
は
自
己
を
喪
失
し
疎
外

す
る
の
か
、
と
い
う
間
題
で
あ
る
。
い
や
、
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て

は
疎
外
の
根
拠
が
私
的
所
有
に
あ
る
こ
と
は
い
ま
や
明
ら
か
な
の

で
あ
る
か
ら
、
問
題
は
さ
ら
に
こ
う
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
私
的
所
有
の
も
と
で
何
故
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ

の
自
己
疎
外
は
必
然
的
で
あ
る
の
か
、
と
。
「
序
説
」
に
よ
れ
ぱ
、

マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
政
治
的
解
放
は
、
そ
れ
が
市
民
社
会
の
解
放

で
も
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
の
自
己
解
放
で
し

か
な
く
、
し
た
が
っ
て
「
近
代
」
の
市
民
社
会
は
ブ
ル
ジ
冨
ア
社

　
　
　
　
　
　
＾
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

会
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
話
F
田
o
、
ご
ω
．
竃
o
。
）
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ァ

ー
十
は
こ
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
社
会
に
あ
っ
て
は
そ
の
階
級
で
す
ら
な

く
、
「
ま
っ
た
く
の
人
間
喪
失
」
（
0
9
二
ω
・
鼠
O
）
に
陥
っ
て
い

る
。
こ
の
人
間
の
自
己
喪
失
と
私
的
所
有
と
の
関
連
を
概
念
的
に

把
握
す
る
と
い
う
の
が
、
ま
ず
第
一
の
問
題
で
あ
る
。
－
も
う

一
つ
の
問
題
は
、
価
値
観
の
間
題
、
あ
る
い
は
こ
う
言
っ
て
よ
け

れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
自
身
の
価
値
観
に
た
い
す
る
自
己
批
判
の
問
題

で
あ
る
。
哲
学
的
な
「
人
間
本
質
」
な
ど
を
批
判
の
基
準
と
は
し

え
な
い
以
上
、
宗
教
批
判
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
と
い
う
「
人
間

こ
そ
人
間
に
と
っ
て
の
最
高
存
在
で
あ
る
」
と
す
る
価
値
観
は
、

た
と
え
維
持
さ
れ
る
と
し
て
も
、
現
実
的
か
つ
内
在
的
な
根
拠
づ

け
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
批
判
の
可
能
性
そ
の
も
の

が
市
民
社
会
の
う
ち
に
発
見
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
1
要
す
る

に
、
マ
ル
ク
ス
が
『
草
稿
』
で
問
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
主
要
な

鵬
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、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

課
題
は
、
市
厨
社
会
の
疎
外
論
的
分
析
と
そ
れ
に
た
い
す
る
批
判

の
内
在
的
根
拠
づ
け
の
問
魑
だ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

　
そ
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
課
題
設
定
に
即
し
て
こ
そ
、

墨
蜆
目
昌
竃
；
o
ぎ
オ
＄
昌
概
念
の
意
味
転
換
も
生
じ
た
の
で

あ
る
。
以
下
、
こ
の
転
換
自
体
の
意
義
を
考
察
す
る
に
先
立
っ
て
、

ま
ず
は
3
ω
冒
g
8
；
o
5
峯
鶉
昌
概
念
そ
の
も
の
を
少
し
検

討
し
て
お
こ
う
。

　
『
草
稿
』
期
の
註
ω
目
竃
㎝
o
昌
o
訂
ミ
鶉
彗
概
念
が
き
わ
め

て
多
義
的
で
あ
り
、
一
つ
の
文
脈
で
も
両
義
的
で
あ
る
こ
と
は
言

を
侯
た
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
以
上
に
論
じ
た
人
間
の

本
質
の
了
解
と
不
可
分
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
基
本
的

に
確
認
さ
れ
う
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
そ
の
主
要
な
諸
契
機
を
、
あ
え
て
弁
別
し
て
言
え
ぱ
、
ま
ず
第

、
　
　
、一

に
、
註
ω
昌
害
m
o
；
o
ま
≠
鶉
竃
は
人
間
の
諸
欲
求
・
諸
感
覚
、

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

つ
ま
り
人
間
の
本
質
－
諸
カ
を
表
わ
し
て
い
る
。
「
ミ
ル
評
註
」

　
　
、
　
　
、

は
、
欲
求
を
、
た
と
え
ば
「
君
の
昌
竃
㎜
争
ま
ま
叩
峯
鶉
竃
」
（
ω
、

象
α
）
と
言
い
換
え
、
ま
た
『
草
稿
』
は
「
対
象
化
さ
れ
た
人
間

の
本
質
諸
力
」
を
「
註
ω
昌
①
冨
O
；
O
ぎ
一
考
8
實
の
対
象
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

展
開
さ
れ
た
宮
」
（
ω
、
筆
－
）
と
も
表
現
す
る
。
第
二
に
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

こ
の
人
間
の
本
質
諸
カ
の
対
象
化
、
あ
る
い
は
対
象
化
さ
れ
た
制

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、

作
物
と
し
て
の
自
然
・
宮
を
意
味
し
て
い
る
（
こ
の
ぱ
あ
い
の
暫

定
的
な
訳
語
と
し
て
は
、
人
間
的
ヴ
ェ
ー
ぜ
ン
、
を
あ
て
る
）
。

「
私
的
所
有
の
積
極
的
止
揚
は
、
す
な
わ
ち
、
註
蜆
目
竃
叩
o
；
o
茅

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

峯
霧
雪
と
生
活
、
対
象
的
人
間
、
人
間
の
制
作
物
を
、
人
間
の

た
め
に
、
人
間
に
よ
っ
て
感
性
的
に
領
有
す
る
こ
と
は
・
…
：
」

（
ω
．
竃
o
）
と
言
わ
れ
る
ぱ
あ
い
は
、
基
本
的
に
こ
の
意
味
で
あ

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

る
。
第
三
に
o
鶉
昌
竃
8
；
o
冨
老
o
ω
昌
は
、
共
同
体
、
類
的

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

共
同
の
体
系
を
意
味
し
て
い
る
（
こ
の
意
味
で
も
、
人
間
的
ヴ
ェ

ー
ぜ
ン
と
い
う
訳
語
を
あ
て
る
）
。
「
ミ
ル
評
註
」
に
よ
れ
ぱ
、

「
註
ω
昌
⑦
冨
o
；
島
①
老
鶉
g
と
は
人
間
た
ち
の
真
の
共
同
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

こ
と
な
の
だ
」
（
ω
。
含
－
）
と
さ
れ
る
。
1
そ
し
て
最
後
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

以
上
の
註
m
目
彗
8
雪
｛
g
①
峯
鶉
昌
の
主
体
で
あ
る
人
間
そ
の

、
　
　
、

も
の
を
も
、
註
ω
目
昌
8
；
g
Φ
老
鶉
竃
概
念
は
表
わ
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
こ
の
意
味
で
は
、
「
へ
ー
ゲ
ル
に
あ
っ

て
は
、
人
間
、
註
叩
昌
竃
呂
；
o
5
峯
露
竃
は
自
己
意
識
に
等

し
い
」
（
ω
．
害
㎞
）
と
か
、
「
人
間
が
自
已
を
現
実
的
な
類
的
存
在

と
し
て
す
な
わ
ち
昌
竃
m
o
巨
一
争
＄
峯
g
竃
と
し
て
確
証
す
る

と
は
」
（
ω
・
㎝
ミ
）
と
か
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
『
草
稿
』
期
の
3
叩
目
竃
㎜
o
巨
a
冨
峯
窪
彗
が
人
間
独
官
の

鵡
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感
性
的
な
在
り
方
を
構
成
す
る
諸
契
機
を
表
わ
す
概
念
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
、
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
間
の
本
質
－
感
性
的

自
然
存
在
と
し
て
の
人
間
の
在
り
方
な
ら
ぴ
に
対
象
的
宮
を
共
同

的
に
生
産
す
る
活
動
的
な
類
的
存
在
と
し
て
の
在
り
方
－
が
通

時
的
に
存
在
し
て
い
る
原
理
的
関
係
を
表
わ
す
と
す
れ
ぱ
、
ま
ω

冒
g
8
；
争
Φ
峯
窃
g
は
、
（
一
）
人
間
の
本
質
諸
カ
、
（
二
）

こ
の
本
質
諸
カ
の
対
象
と
な
る
自
然
あ
る
い
は
宮
、
（
三
）
生
産

活
動
を
つ
う
じ
て
形
成
さ
れ
る
共
同
の
体
系
、
（
四
）
主
体
た
る

人
間
存
在
、
と
い
う
人
間
の
感
性
的
な
在
り
方
に
そ
の
都
度
具
体

的
な
形
態
を
あ
た
え
て
い
る
諸
契
機
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
1
『
草
稿
』
解
釈
上
、
一
般
に
は
、
人
間
の
本
質
と
ま
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

冒
彗
8
；
ざ
ぎ
峯
g
昌
と
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
前

者
が
人
間
の
「
類
的
性
椿
」
（
ω
■
串
α
）
を
示
す
概
念
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ゆ
え
生
命
活
動
の
「
在
り
方
」
を
問
題
と
す
る
の
に
た
い
し

て
、
後
者
が
こ
の
在
り
方
を
構
成
す
る
具
体
的
な
諸
契
機
を
表
現

す
る
概
念
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
文
献
的
根
拠
が
あ
る
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
こ
こ
で
の
課
題
に
と
っ
て
も
有
効
な
視
角
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
間
題
は
、
上
記
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る
ま
蜆

冒
彗
ω
O
…
O
ぎ
峯
鶉
昌
が
『
草
稿
』
・
期
の
マ
ル
ク
ス
の
理
論
構

制
に
た
い
し
て
も
つ
意
味
、
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
章
を
改
め
て

論
ず
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
（
1
）
　
人
間
の
本
質
が
人
間
独
自
の
感
性
的
在
り
方
に
あ
る
と
い
う
二

　
　
と
は
、
現
実
的
疎
外
の
止
揚
が
「
あ
ら
ゆ
る
疎
外
の
稜
極
的
止
揚
」

　
　
で
も
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
終
的
に
確
証
さ
れ
る
、
と
も
曹
え
る
。

　
　
こ
の
意
味
で
は
、
『
草
稿
』
全
体
が
人
間
の
本
質
の
何
た
る
か
を
把

　
　
握
し
確
証
せ
ん
と
し
た
論
考
だ
う
た
の
だ
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
2
）
　
「
類
的
存
在
」
に
つ
い
て
は
後
述
。

　
（
3
）
　
「
プ
ル
ジ
目
ア
社
会
」
あ
る
い
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
と

　
　
い
っ
た
概
念
が
い
か
に
し
て
マ
ル
ク
ス
の
う
ち
に
形
成
さ
れ
た
の
か
、

　
　
定
説
は
存
在
し
な
い
。
L
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
影
響
な
ど
を

　
　
考
慮
に
い
れ
つ
つ
、
し
か
も
そ
れ
を
内
在
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
、

　
　
今
後
の
課
趨
と
し
た
い
。

　
（
4
）
マ
ル
ク
ー
ゼ
（
甲
旨
§
嚢
一
髪
篶
O
亮
豪
自
胃
ρ
昌
邑
．

　
　
－
o
o
q
冒
o
q
ρ
鶉
巨
黒
o
募
o
g
目
旨
呉
o
ユ
巴
涼
昌
畠
㌧
目
s
ざ
9
寒
募
き
冬
一

　
　
■
p
“
H
竃
“
ω
・
H
ぎ
－
H
ミ
・
邦
訳
『
初
期
マ
ル
ク
ス
研
究
』
）

　
　
や
マ
ー
ル
ク
シ
ュ
（
ρ
旨
片
ぎ
3
U
智
｝
晶
『
毒
O
窃
、
昌
雪
蜆
9
－

　
　
旨
昌
雪
峯
o
窒
；
、
旨
o
雪
市
巨
－
畠
o
o
巨
o
宗
叩
』
目
目
o
o
實
峯
胃
■
二
三

　
　
』
s
彗
§
＞
目
目
o
ω
9
庄
目
9
　
H
o
g
1
a
一
勺
勺
－
H
蟹
－
一
婁
．
邦
訳

　
　
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
人
間
学
』
）
ら
も
、
こ
の
区
別
は
し
て
い
な
い
。

『
草
稿
』

に

お
け
る

11I

｛
麸
冒
實
m
争
－
o
5

峯
g
竃
概
念
の
転

α
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換
の
意
義
は
、
市
民
社
会
の
疎
外
論
的
分
析
お
よ
ぴ
市
民
社
会
批

判
の
内
在
的
な
根
拠
づ
け
と
い
う
、
マ
ル
ク
ス
の
か
か
え
た
課
題

に
即
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
十
分
に
了
解
さ
れ
る
。
こ
の
基
調
に
立

っ
て
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
の
脈
絡
で
註
蜆
目
彗
ω
争
－

5
ぎ
考
霧
昌
概
念
の
理
論
構
制
上
の
位
置
を
考
察
す
る
。

　
疎
外
論
の
脈
絡
1
『
草
稿
』
の
疎
外
概
念
が
註
ω
昌
Φ
畠
o
7

5
ま
考
g
昌
概
念
と
な
ん
ら
か
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
す
で

に
周
知
の
事
柄
に
属
す
る
。
問
題
は
し
か
し
、
そ
れ
が
、
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
レ
　
ソ

『
草
稿
』
解
釈
の
示
す
よ
う
に
、
当
為
と
し
て
の
「
人
間
本
質
」
を

前
提
と
す
る
理
論
構
制
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
、
　
　
、

た
し
か
に
疎
外
は
、
そ
れ
を
疎
外
と
し
て
措
定
す
る
根
拠
な
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
規
定
さ
れ
え
な
い
し
、
マ
ル
ク
ス
も
、
た
と
え
ぱ
労
働
の
疎
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

を
「
労
働
が
労
働
者
の
本
質
に
属
し
て
い
な
い
」
（
ω
」
宝
）
こ
と

と
し
て
と
ら
え
て
は
い
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
3
ω
昌
竃
m
O
－
－
－

冒
5
考
窃
竃
概
念
は
疎
外
を
批
判
す
る
基
準
と
な
る
理
念
な
の

か
否
か
、
問
題
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
『
草
稿
』
の
疎
外
論
に
か
ん
す
る
解
釈
が
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
で

は
な
い
が
、
行
論
に
必
要
な
か
ぎ
り
で
以
下
、
「
疎
外
さ
れ
た
労

働
」
断
片
に
即
し
て
、
疎
外
概
念
と
旦
霊
昌
彗
蜆
O
；
0
5
峯
窃
竃

と
の
関
連
を
ー
マ
ル
ク
ス
は
か
な
ら
ず
し
も
明
示
的
に
述
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
い
な
い
が
1
あ
え
て
き
わ
だ
た
せ
た
か
た
ち
で
論
ず
る
「
一
と

に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
ま
ず
（
一
）
事
物
の
疎
外
。
事
物
の
疎
外
は
、
さ
し
あ
た
っ
て

労
働
者
が
そ
の
つ
く
り
だ
す
生
産
物
を
自
己
か
ら
外
在
化
し
て
し

ま
う
と
い
う
関
係
を
表
わ
し
て
い
る
（
く
o
目
－
・
ω
・
冒
心
）
。
何
故
に

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

こ
の
関
係
は
疎
外
な
の
か
。
そ
れ
は
、
労
働
生
産
物
と
し
て
の
事

物
が
い
わ
ぱ
人
間
（
労
働
者
）
の
「
本
質
に
属
す
る
」
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
「
本
質
に
属
。
す
る
」
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
。
「
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
ー

ル
評
註
」
に
よ
れ
ぱ
、
「
あ
る
事
物
に
た
い
す
る
欲
求
は
、
こ
の

事
物
が
私
の
本
質
に
属
す
る
：
－
：
と
い
う
こ
と
の
も
っ
と
も
明
白

で
反
論
の
余
地
の
な
い
証
明
」
（
ω
・
阜
S
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
「
本
質
に
属
す
る
」
と
は
、
人
間
個
人
の
諸
欲
求
　
　
本
質

諸
カ
ー
の
表
出
・
確
証
に
不
可
欠
の
対
象
で
あ
る
こ
と
、
圭
言

い
換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
、
人
間
は
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
タ
”
テ
ー
－

労
働
者
も
ー
ト
ー
タ
ル
な
感
性
的
存
在
で
あ
る
。
総
体
性
の
主

体
的
根
拠
は
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
る
諸
欲
求
・
諸
感
覚
か
ら
な

る
本
質
諸
カ
、
す
な
わ
ち
主
体
の
ま
蜆
昌
竃
8
；
o
冨
老
鶉
g

あ
る
い
は
註
ω
老
霧
竃
で
あ
る
。
こ
の
3
ω
老
塞
g
を
〈
本

質
〉
と
表
現
す
る
な
ら
ぱ
、
疎
外
は
、
こ
の
〈
本
質
〉
の
非
現
実

化
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
く
本

伽
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、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

質
V
は
疎
外
さ
牝
る
と
と
も
に
顕
現
し
も
す
る
の
で
あ
っ
て
、
事

伽
ぴ
疎
外
の
基
底
に
は
事
物
に
た
い
す
る
〈
本
質
〉
が
存
在
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
（
二
）
労
働
の
疎
外
に
つ
い
て
も
同
じ
二
重
の
関
係
を
指
摘
で

き
る
。
人
間
は
ト
ー
タ
ル
な
存
在
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
に
関

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

係
し
つ
つ
、
ト
ー
タ
ル
な
自
己
に
反
省
的
に
還
帰
し
、
自
己
の
発

現
そ
の
も
の
を
〈
本
質
〉
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
自
己
発
現
を
、

プ
■
レ
’
リ
7

労
働
者
と
し
て
の
人
間
は
他
人
の
全
面
的
な
統
制
の
も
と
で
遂
行

せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
自
己
活
動
で
あ
り
な
が
ら
自
己
活
動

で
な
く
（
く
o
司
－
．
ω
、
呂
阜
）
、
労
働
者
は
そ
の
生
命
発
現
に
お
い
て

自
己
を
喪
失
す
る
の
だ
。
「
労
働
は
労
働
者
の
本
質
に
属
し
て
い

な
い
」
と
い
う
こ
と
が
意
味
す
る
の
も
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
で
は
（
三
）
類
の
疎
外
に
は
い
か
な
る
二
重
性
が
成
立
す
る
の

か
。
こ
こ
で
は
旨
ω
Ω
芭
津
昌
o
・
彗
窃
昌
概
念
が
問
題
と
さ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
概
念
を
、
類
的

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

生
活
と
し
て
の
生
命
活
動
の
う
ち
で
把
握
す
る
。
『
草
稿
』
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
ば
、
類
的
生
活
は
、
第
一
に
人
間
が
非
有
機
的
白
然
に
よ
っ
て

生
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
（
く
O
司
F
ω
・
胃
ω
1
胃
ひ
）
。
人
間
は
生
命
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

動
に
お
い
て
、
理
論
的
に
自
然
諸
事
物
の
類
を
意
識
の
対
象
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

る
一
方
、
実
践
的
に
も
全
自
然
を
、
そ
れ
ゆ
え
す
べ
て
の
類
を
対

　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

象
と
す
る
。
第
二
に
そ
れ
は
、
「
現
存
す
る
生
き
た
窺
」
（
ω
・
害
｝
）

つ
ま
り
共
同
体
の
総
体
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
。
人
間
だ
け
が
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

己
の
掛
そ
の
も
の
を
意
識
の
対
象
と
し
、
実
践
的
に
類
H
共
同
体

の
総
体
的
な
生
命
活
動
を
と
お
し
て
自
己
を
再
生
産
す
る
。
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

し
て
人
間
は
、
生
命
活
動
に
お
い
て
全
自
然
お
よ
・
ぴ
自
己
の
類
に

た
い
し
理
論
的
・
実
践
的
に
関
係
す
る
が
ゆ
え
に
、
Ω
芭
ま
冒
窃
．

峯
g
昌
、
類
的
存
在
だ
と
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
く
o
q
－
。
①
巨
．
）
。

そ
れ
ゆ
え
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ぱ
、
人
間
が
本
質
的
に
類
的
存
在

で
あ
る
こ
と
は
「
対
象
的
世
界
の
実
践
的
産
出
」
（
ω
。
呂
α
）
に

お
い
て
実
証
さ
れ
る
。
1
そ
し
て
、
こ
う
し
た
類
的
存
在
で
あ

る
人
間
の
制
作
物
と
し
て
の
自
然
も
、
ま
た
人
間
の
類
的
共
同
1
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

活
動
の
総
体
も
、
註
ω
Ω
四
ま
冒
o
口
竃
窃
竃
（
類
的
ヴ
ェ
ー
ぜ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
表
示
す
る
）
と
い
う
意
味
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
類
の
疎
外

と
は
、
類
的
存
在
と
し
て
の
人
間
が
類
的
存
在
で
あ
る
が
ゆ
え
に

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

形
成
す
る
類
的
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
を
自
己
か
ら
疎
遠
な
も
の
と
し
て
対

象
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
は
、
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

間
の
註
蜆
o
顯
津
冒
o
q
署
霧
彗
〔
類
的
ヴ
ェ
ー
セ
ン
〕
を
、
〔
す
な

　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

わ
ち
〕
岨
自
然
な
ら
ぴ
に
そ
の
精
神
的
な
類
的
力
能
を
、
人
間
に
疎

　
　
サ
’
1
せ
ソ

遠
な
存
在
と
し
、
そ
の
個
人
的
な
現
存
の
手
段
た
ら
し
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

そ
れ
は
、
人
間
か
ら
－
…
そ
の
目
實
邑
自
昌
鶉
≠
雷
竃
〔
人
間

66
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、
　
、
　
㌧
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

的
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
〕
を
疎
外
す
る
L
（
ω
－
呂
N
）
。
類
の
疎
外
が
疎
外

で
あ
る
の
は
、
人
間
が
そ
の
普
遍
的
な
〈
本
質
〉
に
お
い
て
対
象

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
す
る
類
的
ヴ
ェ
ー
セ
ン
を
外
在
化
す
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
（
四
）
人
間
か
ら
の
人
間
の
疎
外
は
、
以
上
の
類
の
疎
外
の
直

接
的
な
帰
結
と
し
て
生
じ
て
く
る
（
ま
一
・
ω
・
2
N
－
｝
崖
）
。
な
ぜ

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

な
ら
人
間
は
、
類
的
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
を
と
お
し
て
他
の
人
間
と
関
係

し
、
人
間
〔
と
い
う
宮
〕
そ
の
も
の
を
自
己
の
〈
本
質
〉
と
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
疎
外
の
も
と
で
は
他
の
人
間
と
の
本
質
的
関

係
を
断
た
ね
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
こ
う
し
て
、
疎
外
と
は
、
端
的
に
言
え
ぱ
、
人
間
が
そ
の
ト
ー

タ
ル
な
〈
本
質
〉
を
確
証
し
え
な
い
こ
と
と
し
て
把
握
さ
れ
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
〈
本
質
〉
は
疎
外
の
基
底
、
つ
ま
り
疎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

外
を
疎
外
た
ら
し
め
る
現
実
的
根
拠
で
あ
っ
て
、
た
ん
な
る
当
為

と
し
て
の
理
念
で
は
あ
り
え
な
い
。
自
然
存
在
・
類
的
存
在
と
し

て
の
人
間
は
、
疎
外
の
も
と
で
、
一
方
で
は
普
遍
的
な
類
的
活
動

を
と
お
し
て
ト
ー
タ
ル
な
〈
本
質
〉
を
形
成
し
な
が
ら
、
し
か
し

他
方
で
は
、
類
的
活
動
な
ら
ぴ
に
そ
の
所
産
と
し
て
の
対
象
的
宮

を
外
在
化
し
、
か
く
し
て
自
己
か
ら
自
已
お
よ
ぴ
他
人
を
疎
隔
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

る
。
こ
の
現
実
的
自
己
矛
盾
こ
そ
が
、
マ
ル
ク
ス
の
言
う
疎
外
な

の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
疎
外
の
う
ち
に
ふ
た
た
ぴ
「
宗
教
的
」
構
造

を
指
摘
す
る
ー
マ
ル
ク
ス
自
身
が
疎
外
を
宗
教
と
の
対
比
で
論

じ
て
い
る
（
く
o
o
F
ω
、
胃
ド
竃
9
県
o
．
）
－
な
ら
ぱ
、
人
間
は

疎
外
の
う
ち
で
は
（
一
）
自
己
の
感
性
的
な
本
質
諸
カ
、
す
な
わ

ち
〈
本
質
〉
を
目
的
と
し
つ
つ
、
し
か
し
現
実
に
は
〈
本
質
〉
を

対
象
の
う
ち
に
疎
外
し
、
（
二
）
類
的
生
活
に
お
い
て
現
存
の
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
の
実
践
的
関
係
の
う
ち
に
創
造
す
る
類
的
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
ー
フ

ォ
イ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ぱ
、
Ω
閏
ま
冒
o
q
薯
鶉
竃
”
神
、
で
あ
る

1
を
外
在
化
し
、
類
を
個
の
た
め
の
手
段
た
ら
し
め
て
い
る
、

圭
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
類
」
と
個

と
の
対
立
は
、
こ
こ
で
は
、
人
間
個
人
の
〈
本
質
〉
と
現
存
、
共

同
体
に
お
け
る
類
的
生
活
と
個
人
の
現
存
と
い
う
現
実
的
対
立
・

矛
盾
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
か
ら
す
れ
ぱ
、
市
屍
杜
会

の
疎
外
論
的
分
析
を
と
お
し
て
、
明
示
的
に
で
は
な
い
に
せ
よ
、

宗
教
を
「
現
実
の
制
限
性
か
ら
説
明
」
し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
宗
教
的
」
構
造
に
お
い
て
疎
外
を
と
ら

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
そ
の
本
来
の
問
題
、
す
な
わ
ち
何
故

に
人
間
は
労
働
者
と
し
て
は
自
己
を
疎
外
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
か

と
い
う
間
題
に
迫
っ
た
の
で
あ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
が
こ
の
疎
外
の
根
拠
を
何
に
も
と
め
た
か
に
つ
い
て

榊
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は
、
も
は
や
詳
論
を
要
す
ま
い
。
疎
外
が
人
間
の
〈
本
質
〉
の
非

現
実
化
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
根
拠
は
〈
本
質
〉
に
属
す
る
対
象

等
を
〈
本
質
〉
か
ら
疎
隔
し
て
い
る
社
会
的
諸
関
係
、
す
な
わ
ち
．

私
的
所
有
関
係
に
も
と
め
ら
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
疎
外
の
存
立
構

造
を
老
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
い
換
え
れ
ぱ
、
疎
外
さ
れ
た

労
働
が
そ
の
根
拠
た
る
私
的
所
有
そ
の
も
の
を
措
定
す
る
過
程
を

対
自
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
疎
外
の
根
拠
を
私
的
所
有
1
－
疎
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

さ
れ
た
労
働
に
お
い
て
確
認
す
る
。
私
的
所
有
と
は
い
ま
や
、
た

ん
に
労
働
と
抽
象
的
に
対
立
し
、
疎
外
さ
れ
た
労
働
の
根
拠
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
現
わ
れ
る
実
体
で
あ
る
ぱ
か
り
で
は
な
い
。
疎
外
さ
れ
た
労
働

を
も
包
摂
し
、
一
つ
の
社
会
的
総
体
性
と
し
て
自
己
形
成
を
と
げ

た
主
体
、
一
諸
関
係
の
全
体
で
も
あ
る
。
他
方
、
疎
外
さ
れ
た
労
働

も
ま
た
、
私
的
所
有
を
自
己
の
帰
結
な
ら
ぴ
に
根
拠
と
し
て
生
み

だ
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
私
的
所
有
と
疎
外
さ
れ
た
労
働
と

は
互
い
に
反
省
関
係
に
お
か
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
的
所
有
諸
関

係
の
も
と
で
労
働
者
と
し
て
の
人
間
は
、
社
会
的
諸
関
係
を
特
有

な
在
り
方
で
自
己
内
に
反
省
し
、
し
た
が
っ
て
自
己
矛
盾
的
に
自

己
を
実
現
し
つ
つ
、
同
時
に
こ
の
自
己
関
係
の
根
拠
た
る
社
会
的

諸
関
係
を
も
再
生
産
せ
ず
に
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て

「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
断
片
は
、
（
一
）
疎
外
の
社
会
的
存
立
構
造

を
と
ら
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
私
的
私
有
1
1
疎
外
さ
れ
た
労
働
を
疎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

外
の
根
拠
と
し
て
確
証
す
る
と
と
も
に
、
（
二
）
人
間
存
在
を
自

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

己
解
体
的
矛
盾
と
し
て
も
把
握
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
そ
初

期
マ
．
ル
ク
ス
の
人
間
存
在
論
（
疎
外
論
）
の
意
義
は
あ
る
、
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
自
己
解
体
的
矛
盾
と
し
て
の
人
間
存
在
、
と
い
う
把
握

を
と
お
し
て
マ
ル
ク
ス
は
市
民
社
会
に
た
い
す
る
内
在
的
批
判
を

．
な
し
遂
げ
、
疎
外
の
止
揚
と
し
て
の
共
産
主
義
を
現
実
的
に
基
礎

づ
け
る
に
い
た
る
。
最
後
に
、
こ
の
脈
絡
で
も
3
眈
冒
實
8
；
旨
⑰

老
窃
彗
を
論
じ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
『
草
稿
』
の
疎
外
論
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
人
間
（
労
働
者
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

疎
外
さ
れ
た
労
働
を
と
お
し
て
、
人
間
的
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
を
疎
外
し

つ
つ
、
同
時
に
疎
外
の
根
拠
を
、
す
な
わ
ち
私
的
所
有
と
い
う
社

会
的
諸
関
係
そ
の
も
の
を
再
生
産
す
る
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
こ
の
疎
外
の
過
程
は
、
自
己
矛
盾
と
し
て
の
人
間
存
在
そ
の
も

の
。
を
形
成
す
る
過
程
で
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
私
的
所
有
と

共
産
主
義
」
断
片
に
し
た
が
う
な
ら
、
人
間
は
疎
外
の
形
式
ρ
も

と
で
、
（
一
）
本
質
諸
カ
を
総
体
的
に
対
象
化
す
る
－
「
対
象

的
に
展
開
さ
れ
た
・
3
ω
目
彗
眈
9
5
ま
峯
窪
竃
の
窟
」
（
ω
・
睾
－
）

の
・
創
造
－
と
と
も
に
、
（
二
）
自
己
の
本
質
諸
カ
を
ト
ー
タ
ル

鯛
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に
形
成
す
る
－
「
主
体
的
な
人
間
的
感
性
の
富
」
（
O
巨
・
）
の
形

成
1
の
で
あ
っ
て
、
か
く
て
疎
外
を
措
定
し
対
自
化
す
る
根
拠

を
も
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
己
解
体
的
矛
盾

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
し
て
の
人
間
は
、
現
存
の
自
己
そ
の
も
の
に
、
〈
本
質
V
を
と

お
し
て
批
判
的
・
否
定
的
に
関
係
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し

て
、
マ
ル
ク
ス
は
『
草
稿
』
に
お
い
て
、
そ
の
価
値
観
を
現
実
的

に
形
成
さ
れ
る
ト
ー
タ
ル
な
〈
本
質
〉
の
批
判
的
可
能
性
と
一
致

さ
せ
た
の
だ
と
、
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
彼
は
白
己
の
社
会
理
論
H
共
産
主
義
を
現
実
的
に
基

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

礎
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
マ
ル
ク
ス
の
共
産
主
義
は
、
む
か
勢
一
い
、
現
実

的
疎
外
の
積
極
的
止
揚
と
し
て
、
対
象
的
現
実
を
な
す
ル
肝
帥
ヅ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

エ
ー
ゼ
ン
の
領
有
に
よ
る
主
体
の
〈
本
質
〉
の
確
証
の
過
程
と
し

て
性
格
づ
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
共
産
主
義
と
は
、
疎
外
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
エ
ー
ゼ
ソ

た
対
象
的
富
と
し
て
の
人
間
的
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
を
、
人
間
存
在
の

「
個
体
性
を
確
証
し
実
現
す
る
諸
対
象
と
し
て
」
（
O
巨
・
）
生
成
せ

し
め
る
過
程
で
あ
り
、
人
間
の
〈
本
質
〉
と
し
て
の
「
す
ぺ
て
の

人
間
的
諸
感
覚
の
完
全
な
解
放
」
（
ω
・
寒
O
）
を
達
成
し
、
人
間
を

し
て
「
ト
ー
タ
ル
な
人
間
と
し
て
の
自
己
を
領
有
」
（
ω
二
s
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

せ
し
め
る
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、

共
産
主
義
は
、
私
的
所
有
諸
関
係
の
止
揚
と
し
て
、
人
間
か
ら
疎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

外
さ
れ
て
い
た
類
的
共
同
H
類
的
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
を
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ト
リ
ヅ
ヒ
に
組
織
し
、
人
間
と
人
間
の
相
互
確
証
を
実
現
す
る
ゲ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
創
出
し
て
い
く
過
程
で
も
な
く
て
は
な
ら
な
い

（
く
o
月
－
・
ω
、
3
N
I
軍
H
）
。
ー
か
く
て
共
産
主
義
は
、
疎
外
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

階
梯
の
止
揚
と
し
て
、
自
然
と
人
間
と
の
、
あ
る
い
は
現
存
と

　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、

〈
本
質
〉
と
の
、
類
と
個
と
の
、
人
閲
と
人
間
と
の
争
い
を
実
践

的
に
解
決
す
る
（
益
－
．
ω
。
3
α
）
。
し
た
が
っ
て
蜘
一
ゴ
い
共
産
主

義
は
宗
教
的
疎
外
の
止
揚
の
過
程
と
し
て
も
性
格
づ
け
ら
れ
よ
う

（
く
o
q
－
ω
．
3
N
）
。
要
す
る
に
共
産
主
義
は
、
現
実
的
疎
外
の
「
宗

教
的
」
構
造
を
変
革
し
止
揚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
そ
の
も

の
を
も
止
揚
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
こ
に
は

じ
め
て
宗
教
批
判
を
完
結
さ
せ
、
フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ヅ
ハ
主
義
的
理

論
構
制
を
最
終
的
に
廃
棄
し
た
の
だ
、
と
私
は
考
え
る
。

　
『
草
稿
』
に
現
わ
れ
る
理
念
と
し
て
の
〈
人
間
〉
も
、
こ
の
脈

絡
で
と
ら
え
る
な
ら
ぱ
、
ト
ー
タ
ル
な
く
本
質
v
を
ト
ー
タ
ル
な

仕
方
で
領
有
す
る
「
豊
か
な
人
間
」
（
ω
二
‡
）
と
し
て
現
実
的
に

措
定
さ
れ
て
い
る
、
圭
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ

ば
、
「
近
代
」
は
富
と
貧
困
の
対
立
の
う
ち
で
、
し
か
し
こ
の
「
豊

か
な
人
間
」
へ
の
欲
求
を
ま
さ
に
欲
求
と
し
て
形
成
す
る
（
く
o
ロ
ー
・

69
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ω
・
軍
ω
－
伽
言
）
。
こ
こ
に
は
も
は
や
、
哲
学
的
な
「
人
間
な
る
も

の
」
へ
の
要
講
は
存
在
し
え
な
い
。

　
以
上
、
結
論
的
に
、
『
草
稿
』
期
の
3
ω
昌
昌
㎜
o
；
o
ま
峯
g
竃

は
、
と
り
わ
け
、
（
一
）
疎
外
論
の
脈
絡
で
は
疎
外
を
疎
外
と
し

て
措
定
す
る
毅
貯
と
し
て
の
〈
本
質
〉
な
ら
ぴ
に
類
的
ヴ
ェ
ー
ゼ

ン
と
し
て
の
宮
・
力
能
を
表
わ
し
、
（
二
）
市
民
社
会
批
判
．
共

産
主
義
の
脈
絡
で
は
、
批
判
を
現
実
的
に
基
礎
づ
け
る
主
体
的
根

拠
と
、
疎
外
の
積
極
的
止
揚
と
し
て
の
共
産
主
義
に
現
実
性
を
あ

た
え
る
対
象
的
富
・
類
的
共
同
と
を
意
味
し
て
い
る
、
と
言
い
う

る
だ
ろ
う
。
市
民
社
会
批
判
の
脈
絡
に
お
い
て
批
判
の
内
在
的
根

拠
づ
け
を
現
実
的
に
問
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ

を
人
間
の
本
質
諸
力
・
対
象
的
富
・
類
的
共
同
に
求
め
た
マ
ル
ク

ス
は
、
市
民
社
会
そ
の
も
の
に
「
宗
教
的
」
構
造
を
認
め
る
か
ぎ

り
で
、
そ
れ
ら
を
3
ω
旨
竃
8
肇
o
ぎ
峯
鶉
竃
概
念
に
よ
っ
て

表
現
し
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
の
「
人
間
本
質
」
と
基
本
的
に
同

じ
理
論
構
制
上
の
位
置
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る
。
だ
が
ま
た
、
あ

く
ま
で
批
判
を
現
実
的
内
在
的
に
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
は
、

註
眈
昌
①
易
o
；
旨
⑦
オ
霧
竃
概
念
そ
の
も
の
を
意
味
転
換
さ
せ

ず
に
は
い
ポ
か
っ
た
。
こ
こ
に
旨
叩
冒
竃
ω
o
；
g
①
峯
g
昌
概

念
は
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
主
義
的
理
論
構
制
そ
の
も
の
を
内
在
的

に
止
揚
す
る
意
義
を
も
担
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
『
草
稿
』
の
錬
外
論
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
研
究
水
準
に
も
と

　
　
づ
い
て
さ
ら
に
精
綴
に
論
じ
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
研
究
史
．
論

　
　
争
史
の
検
討
も
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
そ
れ
へ
の
言

　
　
及
を
一
切
行
な
わ
ず
に
、
私
の
『
草
稿
』
解
釈
を
前
提
と
し
て
、
疎

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
外
の
本
質
諭
的
構
造
の
み
を
論
ず
る
。

　
（
2
）
　
さ
し
あ
た
っ
て
、
拙
稿
「
初
期
マ
ル
ク
ス
の
社
会
理
論
と
『
フ

　
　
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
ニ
ア
ー
ゼ
』
」
（
前
出
）
、
参
照
。

1V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
こ
れ
ま
で
に
見
た
と
お
り
、
宗
教
は
、
あ
る
い
は
「
近
代
」
の

「
宗
教
的
」
構
造
は
、
初
期
マ
ル
ク
ス
の
一
貫
し
た
テ
ー
マ
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
宗
教
批
判
・
「
近
代
」
批
判
を
と
お
し
て
、

彼
は
、
す
で
に
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ツ
ハ
の
理
論
構
制
を
止
揚
し
、
独

自
の
理
論
を
構
築
し
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
や
問
題
は
、

こ
の
脈
絡
か
ら
す
れ
ば
、
「
テ
ー
ゼ
」
六
は
い
か
に
解
釈
さ
れ
る

べ
き
か
、
で
あ
る
。

　
ま
ず
最
机
に
指
摘
し
て
よ
い
の
は
、
コ
ア
ー
ゼ
L
六
に
は
、
以
上

に
考
察
し
た
よ
う
な
『
草
稿
』
期
の
註
閉
目
彗
ω
o
巨
｛
o
霊
峯
窃
彗

も
瞭
在
昨
い
ぼ
現
わ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
「
テ
ー
ゼ
」
六
に
お
い
て
現
実
態

〃
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に
お
け
る
ま
蜆
昌
彗
ω
o
巨
ざ
5
峯
g
竃
を
問
題
と
し
、
そ
れ
自

体
を
批
判
す
べ
き
対
象
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
そ
れ
が
、
現
実

批
判
の
根
拠
・
目
的
と
な
る
よ
う
な
『
草
稿
』
の
S
m
昌
竃
血
9
－

目
o
茅
考
窃
雪
と
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
〕
ア

ー
ぜ
L
六
は
、
『
草
稿
』
が
疎
外
の
う
ち
に
と
ら
え
て
い
た
人
間

存
在
そ
の
も
の
を
問
題
と
し
て
い
た
、
圭
言
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
こ
の
脈
絡
に
お
い
て
「
テ
ー
ぜ
」
六
前
半
は
、
ま
ず
こ
う
解
釈

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ー
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
は
宗
教
の
本
質

〔
根
拠
・
目
的
〕
を
ま
ω
昌
竃
8
…
o
冨
名
①
㎝
竃
に
解
消
し
た
。

だ
が
、
こ
れ
は
彼
に
あ
っ
て
は
結
局
諸
個
人
に
内
在
す
る
と
さ
れ

る
抽
象
的
な
「
人
間
本
質
」
で
し
か
な
か
っ
た
。
宗
教
の
根
拠
を

な
す
3
匝
昌
竃
m
o
巨
｛
昌
Φ
オ
窪
竃
と
は
、
市
民
社
会
に
お
い
て

自
己
を
疎
外
す
る
人
間
存
在
、
あ
る
い
は
「
宗
教
的
」
構
造
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
存
在
す
る
現
実
的
人
間
存
在
の
総
体
と
し
て
の
社

会
的
諸
関
係
の
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
3
眈
昌
①
畠
9
－

5
5
峯
易
昌
は
そ
の
現
実
態
に
お
い
て
は
社
会
的
諸
関
係
の
総

体
の
こ
と
だ
」
と
い
う
テ
ー
ぜ
（
以
下
で
は
、
夢
蜆
昌
竃
ω
o
巨
－
9
①

名
鶉
彗
の
テ
ー
ぜ
、
と
言
う
）
は
、
こ
の
こ
と
を
端
的
に
表
現

し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
こ
の
解
釈
は
、
「
序
説
」
の
宗
教
批
判
と
一
致
す
る
。
マ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

ス
は
言
う
。
「
反
宗
教
的
批
判
の
基
本
は
、
人
間
が
宗
教
を
つ
く

る
の
で
あ
っ
て
、
宗
教
が
人
間
を
つ
く
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
あ
る
。
…
…
し
か
し
、
人
間
、
と
言
っ
て
も
そ
れ
は
世
界

の
外
に
う
づ
く
ま
っ
て
い
る
抽
象
的
な
存
在
で
は
な
い
。
人
間
と

は
す
な
わ
ち
人
間
の
世
界
の
こ
と
、
国
家
、
社
会
の
こ
と
、
な
の

で
あ
る
。
こ
の
国
家
、
こ
の
社
会
が
転
倒
し
た
世
界
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
そ
れ
は
転
倒
し
た
世
界
意
識
で
あ
る
宗
教
を
生
み
だ
す
の

で
あ
る
L
（
田
P
ピ
ω
」
富
）
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ぱ
、
宗
教
の
根

　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

拠
は
人
間
で
あ
る
が
、
人
間
と
は
言
っ
て
も
特
定
の
社
会
を
な
し

て
存
在
す
る
人
間
、
あ
る
い
は
人
間
の
社
会
の
こ
と
だ
、
と
言
う

の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
か
の
｛
鶉
昌
彗
8
雪
5
ぎ
老
霧
昌
の
テ
ー
ぜ

は
、
（
一
）
あ
ら
か
。
じ
め
仕
上
が
っ
た
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
る

「
人
間
本
質
」
が
社
会
の
総
体
に
お
い
て
は
じ
め
て
顕
現
す
る
と

い
う
よ
う
な
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
的
意
味
を
も
た
な
い
だ
け
で
な

く
、
（
二
）
ヘ
ス
の
よ
う
に
人
間
の
「
本
質
」
を
社
会
性
に
求
め

　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

る
テ
ー
ゼ
で
も
な
く
、
（
三
）
一
般
に
人
間
性
〔
人
間
的
本
質
〕

が
杜
会
的
諸
関
係
に
も
と
づ
い
て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
社

会
学
的
に
論
述
し
た
テ
ー
ゼ
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
さ
し
あ
た
り

宗
教
批
判
の
脈
絡
で
、
特
定
の
－
「
転
倒
し
た
」
1
社
会
的

〃
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諸
関
係
を
な
し
て
存
在
す
る
人
間
存
在
の
「
宗
教
的
」
転
倒
構
造

を
問
魑
と
し
た
テ
ー
ゼ
だ
っ
た
の
だ
と
、
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
な

　
の
で
あ
る
。

　
　
－
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
「
テ
ー
ぜ
」
六
解
釈
は
果
た

　
し
て
十
全
な
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
か
。
い
ま
示
し
た
解
釈
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

社
会
的
諸
関
係
の
構
造
分
析
の
み
を
「
テ
ー
ゼ
」
六
の
帰
結
と
し

　
て
導
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
が
指
示

　
し
た
の
は
、
杜
会
的
諸
関
係
の
総
体
と
し
て
の
現
実
的
人
間
存
在

　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

　
に
た
い
す
る
批
判
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
人
間
存
在
u
個
人
の
在
り

方
も
ま
た
問
題
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
、
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で

　
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
人
間
存
在
と
社
会
的
諸
関
係
と
の
関
連
で
あ

・
る
。
こ
の
関
連
づ
け
は
、
す
で
に
初
期
マ
ル
ク
ス
の
人
間
存
在
論

　
の
視
座
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
ふ
た
た
ぴ
言
及
し
て

　
お
く
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
「
ミ
ル
評
註
」
で
は
こ
う
言
わ
れ
る
。

　
「
人
間
、
と
言
っ
て
も
抽
象
の
う
ち
に
在
る
人
間
で
は
な
く
て
、

　
現
実
的
な
・
生
き
た
・
特
殊
的
な
諸
個
人
こ
そ
が
、
こ
の
共
同
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
〔
疎
外
の
形
態
の
も
と
に
現
わ
れ
る
真
の
共
同
体
〕
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
諸
個
人
の
在
り
方
が
す
な
わ
ち
共
同
体
そ
の
も
の
の

在
り
カ
な
の
で
あ
る
」
（
ω
・
む
H
）
、
と
。
こ
こ
で
は
諸
個
人
の
在

り
方
と
共
同
体
の
在
り
方
と
は
相
即
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
■
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
共
同
体
L
が
基
本
的
に
人
間
的
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
と
し
て
の
杜
会
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

諸
関
係
－
現
実
に
は
市
民
社
会
1
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か

ぎ
り
、
社
会
的
諸
関
係
と
は
こ
う
し
た
諸
関
係
を
自
己
内
に
反
省

し
て
い
る
す
べ
て
の
諸
個
人
の
関
連
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

ク
ス
は
と
ら
え
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

社
会
的
諸
関
係
。
を
問
題
と
す
る
と
は
、
社
会
的
な
諸
個
人
の
在
り

方
を
間
題
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
「
テ
ー
ゼ
」
六
も
ま
た
現
実

の
人
間
存
在
1
1
個
人
の
在
り
方
を
批
判
的
に
問
題
に
し
て
い
る
と

解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
脈
絡
に
お
い
て
は
、
「
テ
ー
ゼ
」
六
前
半
は
こ
う
解
釈
さ

れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
言
う
宗

教
の
本
質
と
し
て
の
註
m
昌
雪
ω
o
；
o
ぎ
老
鶉
彗
と
は
、
そ
の

現
実
態
に
お
い
て
は
特
定
の
社
会
的
諸
関
係
を
形
成
し
、
か
か
る

社
会
的
諸
関
係
を
自
己
内
に
反
省
し
て
存
在
し
て
い
る
各
々
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

間
存
在
1
－
個
人
な
の
だ
、
と
。
こ
の
意
味
で
、
現
実
の
個
人
は
社

会
的
諸
関
係
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
〔
総
体
〕
な
の
だ
、
と
言
っ
て
も
、

そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
の
真
意
を
歪
曲
す
る
も
の
で
は
け
っ
し
て
な
い
、

と
私
は
考
え
る
。

　
こ
う
し
て
、
o
葛
昌
竃
m
o
巨
－
g
①
峯
①
窒
胃
の
テ
ー
ぜ
は
、
私

の
解
釈
に
よ
れ
ぱ
、
二
重
の
意
味
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

㎎
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包
凹
閉
昌
彗
8
巨
g
o
考
鶉
彗
は
、
い
ず
れ
も
「
人
間
存
在
」
と
訳

さ
れ
る
と
し
て
も
、
マ
ル
ク
ス
の
人
間
存
在
論
の
視
座
の
二
重
性

に
よ
っ
て
一
方
は
社
会
の
総
体
と
し
て
の
人
間
を
、
他
方
は
個
人

と
し
て
の
人
間
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
に

せ
よ
「
テ
ー
ぜ
」
六
は
、
あ
く
ま
で
「
近
代
」
の
人
間
存
在
を
問

題
と
し
、
こ
の
人
間
存
在
の
社
会
的
在
り
方
を
批
判
的
に
超
え
ね

。
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
指
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
人
間

存
在
の
社
会
的
被
規
定
性
一
般
、
あ
る
い
は
人
間
と
社
会
と
の
相

互
関
連
一
般
を
論
じ
た
テ
ー
ゼ
と
し
て
と
ら
え
る
解
釈
は
少
な
く

と
も
一
面
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
麸
眈
昌
竃
8
彗
o
ま
峯
鶉
昌
の

テ
ー
ゼ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
・
論
争
を
生
ん
で
き
た
。
だ
が
概

し
て
、
宗
教
批
判
の
脈
絡
を
披
き
に
、
人
間
存
在
－
な
い
し
人

間
性
ー
が
社
会
的
諸
関
係
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
一
般

的
に
論
じ
た
テ
ー
ぜ
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
テ
ー
ぜ
」
六
解
釈
に
お
い
て
、
主
と
し
て
「
近

代
」
の
「
宗
教
的
」
構
造
の
批
判
が
間
題
に
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
＾
3
）
　
　
　
・

は
な
か
っ
た
し
、
批
判
が
問
題
と
さ
れ
る
ぱ
あ
い
で
も
、
人
間
存

　
　
、
　
　
、
　
　
、

在
の
内
在
的
批
判
を
間
題
と
す
る
こ
と
は
不
十
分
だ
っ
た
よ
う
に

恩
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
A
・
シ
ャ
フ
と
L
・
セ

　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

ー
ウ
と
の
「
テ
ー
ゼ
」
六
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
圭
言
い
う
る

こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
「
テ
ー
ぜ
」
六
に
見
て
と
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
は
、
宗

教
批
判
な
ど
を
と
お
し
て
マ
ル
ク
ス
が
得
た
か
の
人
間
存
在
論
の

視
座
、
つ
ま
り
人
間
存
在
を
自
己
解
体
的
矛
盾
と
し
て
と
ら
え
、

そ
れ
ゆ
え
社
会
的
諸
関
係
を
も
変
革
し
う
る
主
体
と
し
て
把
握
す

る
視
座
で
は
な
か
ろ
う
か
。
1
人
間
個
人
は
、
総
体
と
し
て
の

社
会
的
諸
関
係
に
完
全
に
解
消
さ
れ
尽
し
て
し
ま
う
も
の
で
は
な

い
。
た
し
か
に
社
会
的
諸
関
係
を
自
己
内
に
反
省
す
る
人
間
存
在

は
、
現
実
の
自
己
関
係
を
個
人
的
に
形
成
し
は
し
な
い
。
だ
が
マ

ル
ク
ス
に
よ
れ
ぱ
、
人
間
は
社
会
的
諸
関
係
の
も
と
で
白
己
の

〈
本
質
〉
を
も
形
成
す
る
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
現
実
の
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
’
ー
ゼ
ソ

己
の
在
り
方
を
批
判
的
に
問
題
化
し
う
る
本
質
存
在
な
の
で
あ
る
。

社
会
的
諸
関
係
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
し
て
の
人
間
存
在
、
と
は
こ

の
よ
う
に
自
己
矛
盾
し
た
存
在
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら

『
草
稿
』
期
の
o
窒
昌
昌
竃
…
g
o
峯
窃
昌
は
、
概
念
と
し
て

は
消
失
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
な
お
「
テ
ー
ゼ
」
六
の
う

ち
に
内
在
的
に
生
き
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
マ
ル
ク
ス
は
、

現
実
の
人
間
存
在
に
た
い
す
る
批
判
に
立
ち
い
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
－
こ
れ
に
た
い
し
て
フ
ェ
イ
エ
ル
バ
ツ
ハ
は
、

η
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「
近
代
」
の
人
間
存
在
を
批
判
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
批
判
に
立
ち
い
ろ
う
と
し
た
な
ら
、
彼
は
一
方
で
は
現
実
の

う
ち
に
そ
の
批
判
の
根
拠
を
発
見
し
、
ま
た
他
方
で
は
市
民
社
会

を
構
造
的
に
把
握
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

か
し
実
際
に
は
彼
は
、
抽
象
的
な
「
近
代
」
の
人
間
1
1
個
人
を
前

提
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
具
体
的
な
個
人
の
も
つ
社
会
的
構
造
的
矛
盾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
く
し
て
人
間
の
現
存
を
批
判
す

る
の
に
抽
象
的
な
「
本
質
」
－
そ
れ
自
体
が
「
近
代
」
の
個
人

を
前
提
す
る
ー
を
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
テ
ー
ゼ
」
六
の
後
半
で
マ
ル
ク
ス
が
言
わ
ん
と
し
た
の
も
、
ま

さ
に
こ
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
「
テ
ー
ぜ
」
六
は
、
以
上
の
ご
と
く
に
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の

理
論
構
制
の
ブ
ル
ジ
目
ア
的
な
眼
界
1
「
旧
来
の
唯
物
論
〔
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ル
ジ
目
7

オ
イ
エ
ル
バ
ヅ
ハ
的
唯
物
論
を
ふ
く
む
〕
の
立
場
は
市
民
社
会

で
あ
る
」
（
「
テ
ー
ゼ
」
一
〇
）
1
を
指
摘
し
、
同
時
に
社
会
的

諸
関
係
の
総
体
と
し
て
の
人
間
存
在
へ
の
内
在
的
批
判
を
示
唆
す

る
－
そ
れ
ゆ
え
現
実
の
人
間
存
在
を
ト
ー
タ
ル
な
〈
本
質
〉
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
エ
ー
ゼ
ソ

そ
な
え
た
社
会
的
な
存
在
だ
と
把
握
す
る
『
草
稿
』
の
人
間
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

在
論
を
開
示
し
た
ー
テ
ー
ゼ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
。

　
（
1
）
　
廣
松
渉
は
、
や
は
り
前
掲
の
「
初
期
マ
ル
ク
ス
像
の
批
判
的
再

構
成
L
の
な
か
で
、
「
テ
ー
ゼ
」
六
に
お
い
て
は
じ
め
て
マ
ル
ク
ス

は
人
間
の
本
質
を
社
会
的
本
質
に
見
る
ヘ
ス
と
一
致
す
る
に
い
た

　
う
た
の
だ
、
と
諭
定
し
て
い
る
。
し
か
し
「
テ
ー
ゼ
」
六
の
O
豊

目
竃
岨
O
巨
ざ
ま
考
鶉
雪
は
ヘ
ス
の
「
人
閲
本
質
」
理
解
を
も
こ
え

　
た
次
元
に
描
定
さ
れ
て
い
る
、
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か

　
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
は
、
良
知
カ
「
ヘ
ス
と
若
き
マ

　
ル
ク
ス
ー
廣
松
渉
氏
の
初
期
マ
ル
ク
ス
像
に
よ
せ
て
ー
」
（
同

　
『
初
期
マ
ル
ク
ス
試
論
』
所
収
）
、
坂
本
賢
三
「
フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ソ
ハ

一
に
か
ん
す
る
テ
ー
ゼ
」
（
『
マ
ル
ク
ス
・
コ
メ
ン
タ
ー
ル
u
』
所
収
）
、

　
参
照
。

（
2
）
　
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
よ
れ
ぱ
、
「
市
民
社
会
を
金
体
と
し
て

　
考
察
す
る
な
ら
、
社
会
的
生
産
過
程
の
最
終
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ

　
る
の
は
つ
ね
に
社
会
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
社
会
的
諸
関
連
の
う
ち

　
に
存
在
す
る
人
間
そ
の
も
の
で
あ
る
」
（
旨
弩
禺
向
轟
①
－
匝
Ω
o
墨
冒
“
．

　
彗
晶
き
9
N
．
＞
窯
二
■
p
一
一
穴
昌
ミ
§
§
◎
ぎ
ミ
§
辻
、
。
“
耐
ミ
§
ミ
．

　
臼
ミ
書
篭
葛
亀
－
亀
［
尋
§
ミ
ぎ
軸
］
・
■
呂
旨
目
H
謁
ピ
ω
・
㎞
o
o
o
）
。
一
一

　
れ
は
初
期
マ
ル
ク
ス
の
視
座
で
も
あ
る
。

（
3
）
　
た
と
え
ぱ
E
・
ブ
ロ
ヅ
ホ
は
、
「
テ
ー
ゼ
」
六
を
宗
教
的
自
己

　
疎
外
の
関
連
に
お
い
て
と
ら
え
は
し
て
も
、
「
近
代
」
批
判
の
脈
絡

　
で
は
十
分
に
論
じ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
（
く
o
o
－
・
向
・
因
－
o
〇
三

b
富
妻
ミ
喜
主
さ
§
恥
ω
ξ
労
竃
弔
く
邑
凹
岨
ら
墨
麦
弓
；
・

　
旨
－
］
1
①
o
o
9
ω
．
ω
o
阜
1
ω
H
o
）
o

（
4
）
　
シ
ャ
フ
は
、
o
窒
昌
雪
碧
；
o
冨
峯
轟
雪
の
テ
ー
ゼ
を
「
個

　
人
は
社
会
的
諸
関
係
の
総
体
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
す
る
が

μ



（ア5）　「フォイエルパッハ・テーゼ」六にかんする一解釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

そ
れ
は
前
者
が
後
者
の
一
関
数
一
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
比
楡
に
す
ぎ

な
い
（
く
o
〇
一
．
ω
o
罫
3
P
凹
、
O
二
ω
．
Φ
N
．
邦
訳
一
〇
九
ぺ
ー
ジ
）
。

こ
れ
は
シ
ャ
フ
の
不
徽
底
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
セ
ー
ブ
は
、

○
鍔
昌
昌
蜆
g
－
昌
o
幸
霧
o
■
は
－
．
轟
叩
彗
8
｝
自
昌
巴
篶
を
、
す
な

わ
ち
「
人
間
的
本
質
」
を
表
わ
し
、
断
じ
て
人
間
1
1
個
人
を
意
味
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
シ
ャ
フ
を
批
判
す
る
（
O
“
■
・
望
き
一

§
§
訂
§
雨
ミ
ざ
き
“
ミ
膏
き
、
s
唐
葛
§
s
s
ミ
“
一
㌔
g
二
勺
芭
ユ
蜆

S
δ
・
弔
・
㎞
8
・
邦
訳
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
人
格
の
理
諭
』
五
五
四
－

五
五
六
ぺ
ー
ジ
）
。
セ
ー
ヴ
に
よ
れ
ば
、
「
テ
ー
ぜ
」
六
の
一
冒
っ
て
い

る
こ
と
は
、
人
間
を
人
間
た
ら
し
め
て
い
る
根
拠
が
社
会
的
議
関
係

の
総
体
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
人
間
的
本
質
の

中
心
外
在
化
」
（
童
O
ニ
ラ
H
8
・
邦
訳
二
〇
五
べ
ー
ジ
）
。
こ
の
セ

ー
ヴ
の
解
釈
の
典
拠
と
な
る
の
が
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

次
の
一
節
で
あ
る
。
「
－
－
こ
う
し
た
生
産
諸
カ
・
諸
資
本
・
杜
会

的
交
通
諸
形
態
の
総
和
－
・
…
こ
そ
、
哲
挙
者
が
『
主
体
』
と
か
『
人

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

間
の
本
質
』
と
・
か
と
表
象
し
て
き
た
も
の
の
実
在
的
根
拠
な
の
で
あ

　
る
L
（
峯
饅
『
■
、
向
自
O
目
O
H
藺
一
b
ざ
b
雨
ミ
旨
O
￥
雨
§
S
ざ
昧
膏
一
ぽ
冨
O
〇
一
く
O
目
峯
一

　
｝
ざ
o
ヨ
算
彗
一
H
o
ξ
o
H
ξ
牟
ω
．
s
）
。
し
か
し
、
こ
の
箇
所
か
ら

　
3
岨
旨
o
島
o
巨
－
g
o
幸
Φ
血
雪
は
社
会
的
藷
関
係
の
総
体
の
こ
と
だ

　
と
い
う
肯
定
的
な
テ
ー
ゼ
を
、
導
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
哲
挙
者
が
「
人
閲
の
本
質
」
と
表
象
し
て
き
。
た

　
も
の
の
根
拠
を
論
じ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
「
テ
ー
ゼ
」
六
と
は
脈
絡

　
が
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
－
こ
う
し
て
、
シ
ャ
フ
と
セ
ー

　
ヴ
は
、
人
間
が
社
会
的
諸
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
構
成
さ
れ
る
と

　
い
う
こ
と
を
「
テ
ー
ゼ
」
六
の
核
心
と
見
る
か
ぎ
り
で
は
原
理
的
に

　
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
に
も
私
は
賛
成
で
き
な
い
。

（
5
）
　
『
草
稿
』
と
「
テ
ー
ゼ
」
を
本
質
的
同
一
性
に
お
い
．
て
と
ら
え

　
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
よ
い
よ
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
へ
の

　
マ
ル
ク
ス
の
「
発
展
」
の
問
趨
を
論
ず
る
こ
と
が
切
迫
し
た
課
魑
と

　
な
ウ
て
く
る
が
・
こ
れ
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
大
学
助
手
）

術




